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大管長会メッセージ

主に忠誠奄
尽くしなきい

大 管 長

ス ペ ン サ ー ・W・ キ ン ：ポ ー ル

誠 実さ(自 らの信条ならびに誓約を実践
する意志，能力)は ，高潔な人格 を築
いしすえ

く上で礎のひとつ となるものである。高潔

な人格 を築かなければ，現世にあっても永

遠においても神の臨在 を望むこ とはできな

い。私 たちは自らの意に反することを行な

って 自身の誠実さを傷つけてはならない。

自分の交わした誓約 を軽ん じれば永遠 の

自分 自身 を傷つけることになる。私は熟慮

の上で誓約 とい う言葉 を使 っている。それ

は，誓約 という言葉が神聖な意味 を含んだ

言葉 だからである。 したがって，私はでき

る限 りその言葉の もつ特別な霊的影響力を

もって誓約 という言葉を使 うつ もりである。

自分の言動 を正当化することは容易であ り，

そのためについ心が動かされるが，主は近

代の啓示の中で次のように説いてお られる。

「もし己が罪を蔽いか くさん とし
，われ ら

の高慢，空 しき野望を充たさんと企て……

ん とする時は，……諸天は退き去 り，主の

『みたま』悲しむ
。……その人……独 り置

かるるままにとげあ るむ ち をけ り……Q」

(教義 と聖約12r37-38)

もち ろん私たちには自由意志が与えられ

1



ているので， 自分 で選択するこ とができる。

しか し選択の結果か ら逃れることはできな

い。 もし私たちに誠実でない点があるとす

れば，悪魔はそこを集 中的に攻撃する。

私は皆さんに確信 をもって申 し上げ る。

教会の標準は，道徳的行為に関するもの も

服装や身な りに関するものも，すべ てが教

会指導者の真剣な祈 りと熟慮の結果生 まれ

たものである。すっきりと品の よい格好 を

した若人を見ると，彼 らが，世 の流行一下

品で乱れている場合が多い一 を追 う必要は

自分たちにはないと感 じていることがわか

る。男女の区別のつかない格好に流れ ると

いう道徳上破滅的な傾向に屈 しないでいる

若人たちは，快 活で，規則正 しい生活を送

り，神 と同胞に仕 えるべ く能力の向上 に専

心 している人々である。

シェイクスピアは，ポローニアスにいみ

じくもこう言わせている。「衣裳 というもの

は往々着る人の人柄 を表わす ものじゃ」(ハ

ムレット，第1幕 第3場 ，三神 勲訳)私

たちは着ている衣服に影響 される。つ まり

服装 に合 った行動 を取 る傾向がある。私た

ちは晴れ着 を着た時にばか騒 ぎをする気に

はな らないし，仕事着 を着れば仕事 をす る

気になる。 また慎みのない服装 をすれば慎

みのない行動に誘われ， 男性が女性(そ の

逆についても言える)の ような服装 をすれ

・ば自分が男であるという意識，すなわち男

女の永遠の使命を区別する特性が どこか失

われてい く。 ところで誤解のないように願

っているが，私は，人を外見で判断す るよ

うに と言っているのではない。人を外の姿

で判断するのは愚かで，望 ましくないこと

である。私が言っているのは，服装や身な

りと人の感情，行動には関係があるという

ことであるg私 たちは標準への完全な服従

2

を主張することに よって，兄弟姉妹に対 し

て排他的になってはならない。標準 を知 ら

ない人や理解 していない人もいるからであ

る。私 たちはそのような人々 を悪い として

退けた りとがめた りするべ きではな く，むし

ろもっと愛を示さなければならない。そ う

す ることによって私 たちは，誓約に反 した

場合，それが 自分 自身に とってどれほ ど危

険であ り， また自分が忠誠 を尽 くさなけれ

ばならないはずの理想に対 してどれほ ど害

になるか， じっくりと理解 させ るこ とがで

きるからである。時々，標準 を無視 した人

人を見かけるが，私たちはそれが単なる不

注意であって故意でないこ とを願っている。

私たちの目標は，完全になることである。

しか し私たち全員にとって完全への道はま

だまだ遠い。常に誠実であり，み たまを受

けて生活するように努めなさい。すべ ての

戒め を守 りなさい。そうすればいつの 日か

神 のみ前に とがな く立てるであろう。 自分

の歩んできた道 を喜びをもって眺められる

ように，今年 も来年 もその翌年 も，毎年主

にあなたの信仰 と忠誠を尽 くしなさい。

主に対す る忠誠は，主の選ばれた指導者

への忠誠 をも意味する。この時満 ちたる神

権時代において，その子供たちを導 くべ く

主か ら召 された人々は確かに神の霊感を受

けている。私の祖父は最初の十二使徒定員

会の一員であった し，父は今 日とは比較に

ならないほど少人数 だった教会において，伝

道部長な らびにステーキ部長 として5人 の

大管長の下で働 いた。私 自身も61年 間をス

テーキ部役員ならびに教会幹部 として仕え

てきた。祖父，父，そして私の3人 の生活

は，回復 された教会の歩み と共にあると言

ってもよ く，総合すれば，私たち父子三代

は教会が回復 されて以来の教会幹部のほ と



ん ど全員を多少な りとも個 人的に知ってい

ることになる。 このこ とを根拠に私は皆さ

んに申し上げる。教会指導者たちは天与の

偉大な才能に恵 まれた人々であったが， そ

れをも超えた素晴 らしい働 きを示 した人々

であった， と。彼 らにそれができたのは，

主がそのみ業 を行 なうための力を彼 らに与

えられたからである。

ところで，私 は主が指導者に影響 を与え

られることについて述べているが， これは，

私がその家庭に立 ち寄 り，証 を聞 き，立派

な働 きと無私の奉仕 を目にしてきた無数の

他の指導者に も言える。そのような姿か ら

私が学んだことは，祈 りの心があり，義を

渇望 し，罪 を捨て，神の戒めに従順 である

人には，主はます ます豊かに光 を注がれ，

ついには天の幕 を貫 いて人知の及ぼないこ

とを知 る力 を授け られるとい うことである。

そしてこの ような高潔な人には，主のみ顔

を拝 し，主の実在を知るとい う金銭では買

うことので きない約束が与えられている(教

義 と聖約93：1参 照)。

私たちは しば しば，教会幹部に対 して特

別な歓待の気持ちを示す。これは正 しいこ

とである。なぜなら，教会幹部がその召 し

を全 うできるよう，彼らのために祈る義務

が私たちすべてにあるか らである。 しか し

私は， どのような召 しであれ主か ら与えら

れた召 しを全力を尽 くして遂行す るすべて

の人を，その生活や業績において際立 った

人々とまった く同様に主がお喜 びになるこ

とを知 っている。J・ ルーベ ン ・クラーク・

ジュニア副管長 は，率直であるが力強 く次

のように語っている。「主のみ業に携わる時

に大切なのは， あなたが奉仕す る役職では

な く，方法 である。末 日聖徒 イエス ・キリ

ス ト教会においては，正 当に召される人の

みが職 に就 く。職 を求め る者 も辞退する者

もいない。」(Coη 力解η061?のoガ 「大会報告」

1951年4月 ，p.154)実 際，クラー ク副管長

はこの教 えを実践された。私はこれまでの

生涯私の指導者 を支持 し，彼 らの福利のた

めに祈 りを捧 げてきた。 そして私 自身もこ

の数年の間，聖徒の方々が私のために天に

向か って捧げて下さった同様の祈 りによっ

て，大 きな力が注がれるのを感 じてきた。

私は主の忍耐に感謝 している。主は私た

ち人間に多くのもの を付与 して下 さってい

るが，それに対する返礼はあまり受けてお

られないように思われる。しかしながら，

私 たちには悔 い改め という希望の原則があ

る。つまずいた時にはいつで も立ち上が り，

自己を磨 いてさらに大 きな試練に立ち向か

っことがで きるのである。主なるイエス ・

キ リス トが癒 しの奇跡 を行ない，私たちが

弱 っている時に力を，病気の時には健康を，

落：胆 している時に希望 を，空 しさを感 じて

いる時には愛 を，そ して真理 を求めている

時に理解 を注いで下さるのは，悔 い改めに

よってである。

何よ りも私は，イエス ・キ リス トが私 た

ちの信仰の中心 であるこ とを宣言し， イエ

ス ・キ リス トは生 きておられることを証す

る。主は きょうも御 自身の教会を導いてお

られる。そして私たちがへ りくだって熱心

に， しか も絶えず主のみこころを知 るよう

に努め る時に，主は私たちの祈 りを聞いて

下さ り，きょうのこの 日もまた，奇跡 と啓

示の 日として下 さるのである。

この ことは，私の父や私 自身， また皆 さ

んの父親や皆さん 自身が人々にこの福音が

真実 で，神聖 なものであることを教 えてき

たように，真実であることを証する。
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今 日の

扶 助 協 会

エンサイン誌記者による

中央扶助協会会長，

バーバラ ・B・ スミス姉妹との

インクビュー
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記者 ：ス ミス姉妹，中央扶助協会会長にな

られて5年 以上経ちましたが，姉妹の扶

助協会に対す る見方は どの ように変わ り

ましたか。

ス ミス姉妹 ：それについては，ふたつの主

立ったことが挙げられ ます。ひとつは，

以前 よりももっと扶助協会の 目的の偉大

さに気づ くようになったことです。最初

私は，扶助協会が教会の姉妹たちだけに

与えられた主か らの賜 であると考えてい

ました。ですけれども，今は，扶助協会

は，世界の至る所に住む主の娘たちのた

めに主が与 えて下さったものであるこ と

を知っています。 また，教会の姉妹が福

音の原則 を学んで実行す る時に，彼女た

ちは世 界中の女性の生活に善 い影響 を及

ぼすこ とができると確信 しています。

予言者 ジョセブ ・ス ミスは，姉妹たち

に知恵 と知識が注がれるように，その扉

を開けると宣言 しました。私はその時す

でに，この選択の時代に耐 えられるよう

姉妹たちを備 え始めていたのではないか

と思います。私たちは，昔の人々よりも

高い教養 を身につけてお り，必要であれ

ば経済的に独立するこ ともできます。 ま

た，選挙権 も与えられています。これら

の特権は，ある意味で今 まで女性が経験

し得 なかった選択の責任 を課す ものであ

ると同時に，種々の機会とチャレンジを

提供 して くれ ます。女性が， こうした数

数の特権の祝福 を手にするようになった

時には， 日々の生活の環境に対 して慎重

な目と祈 りの心 を持 って対処 し，自由意

志 を正 しく使い， 自らの決断に対す る責

任 を受け入れなければな りません。

ふたつ 目は，家庭訪問プログラムを前

よりもよ り広い視野に立って見られるよ



うになったことです。かつて私は，家庭

訪問プログラムを単に教 える経験 として

考えていたのですが，それは，貧困や教

育の欠如，対人問題 など扶助協会の中の

問題 を解決する上で多面にわたって助け

となっていることを実感 しています。 こ

のプログラムは，姉妹同士の絆 を育み，

強めるものです。 また，扶助協会の会員

同士の交わりを支える第一の力です。

記者 ：その2番 目の事柄についてですが，

家庭訪問プログラムはどのように杜会の

問題を解決する助け となっているとお考

えですか。

ス ミス姉妹 ：た くさんあ ります。扶助協会

が始まった当初，姉妹たちは世界中か ら

集 まった聖徒たちが生活 を営めるように，

いろいろな手助 けをしました。食料や衣

類，住居を分かち合 ったのです。 また西

部への移住の際には，夫 と一緒に家を建

てた り，荒地 を開墾 した り， また，産業

や公共施設の発展に も寄与しました。西

部開拓が進むにつれて，必需品の内容 も

変 わって きましたが，扶助協会はその都

度それらの要求に応えて きたのです。

今 日，私たちは， 多くの社会問題 を抱

えています。 いつ も何か しら解決 しなけ

ればな らない問題が存在するのは，人類

が持 って生まれた一種の特質なのか も知

れませ んね。 そういった点か ら，扶助協

会プログラム，特に家庭訪問プログラム

が霊感 を受けて定め られた ものであり，

現存する多種 多様な問題 を解決す るため

に与 えられていることを 日々強 く感 じる

ようになってきました。

例 えば，私 たちのような都会化 された

杜会 に住んでいて も，孤独 という大 きな

問題があ ります。この問題に実質的な解

答を与えて くれるのが，一人一人の姉妹

に焦点を置 く家庭訪問プログラムです。

訪問教師の責任を真剣に引き受ける姉妹

は， 自分に割 り当て られた姉妹について

知 り，キ リス トのような精神を持って彼

女 たちに関心 を払 うよう努力す るはずで

す。そ して，孤独に さいなまれている人

人を助けるために方法 を探 し出すことで

しょう。また，孤独な人々を励 まして他

の人々に関心 を持つ ように勧めることも

で きます。扶助協会のファイルには，他

の人々に助けの手を差 し伸べ ることによ

って自分の問題に対する答えを見いだ し

た という人々の報告がぎっしりと詰まっ

ています。

訪問教師の援助 を必要 としている問題

が もうひ とつあ ります。貧困の第一 の原

因は基礎教育の欠如であると言われてい

ますが，扶助協会プログラムには，この

問題 を解決する上で助け となるものがい

ろいろあ ります。 ところが，肝心の助け

を必要 とする当人が集会に来なか ったり，

あるいは来れなかった りする場合が多い

のです。その ような時，家族訪問プログ

ラムを活用すれば，家庭に行 ってメッセ

ー ジを伝え，情報や知識を分かち合い，

そして扶助協会のす ぐれたプログラムを

活用す るよう姉妹たちを促すことができ

るのです。多 くの姉妹たちは，家庭訪問

プログラム を通 して，扶助協会の正規の

レッスン以外に何の学習プログラム もな

ければ決 して得 られない教養を身につけ

てきました。

また毎週の扶助協会 クラスでは，続け

て教育 を受け よ うとす る気持 ちが養 わ

れます。それは;自 己を改善 しようとす

る意欲が育 まれ るか らです。ある80歳
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今日，私たちは，多くの社会問題

を抱えています。……扶助協会ブ

ロクラム，特に家庭訪問フ〔コクラ

ムが霊感を受けて定められたもの

であり，現存する多種多様な問題

を解決するために与えられている

ことを日々強く感じるようになっ

てきました。

になる女性は，扶助協会の民族芸術プロ

グラム を通 じて強 く啓発 され，再び大学

に戻 って修士号を取る決心をしました。

また，養老施設に入っている別 の姉妹は，

扶助協会のチャレンジに応えてテレビの

教育講座 を勉強す るようになったのです。

さらに開発途上国で教会員 とな り， 自分

は何 もできない と感 じていた姉妹が，教

会内でのいろいろな経験， また扶助協会

や訪問教師の励ましを通 して読み書きが

できるようにな り，遂には地方の扶助協
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会を管理する召 しにつ いたという話 を聞

いたことがあ ります。

記者 ：母親が仕事 を持つ ことは現実的な問

題 となっていますが，それについては ど

うお考えですか。

スミス姉妹 ：母親が働きに出るか どうかの

決断は個人的な問題です。夫を亡 くした

り離婚 した りした母親は，子供たちを養

うために働 くことを余儀 な くされるで し

ょう。また，ある女性に とってある時期

に働 くことは正 しい選択ですが，他の人

人に とってはそ うではあ りません。 この

よ うに， この選択は簡単にはできませ ん。

この問題は，女性が最 も慎重に考 え，祈

らなければならない分野の事柄です。ま

ず第一 に，経済的な利益 と自分の不在に

よって生 じる悪影響 とを比較 してみ る必

要があ ります。そして，妻，母親 として

の最 も重要 な責任 を認め，仕事 を持った

時にそれ らの責任はどうなるか 自問 しな

ければな りません。あらゆる選択 を検討

し，その中か ら自分が最 も責任 を負って

いる人々に最大の利益 を及ぼせ る方 を選

ぶ必要があ ります。

キンボール大管長は，1978，79年 に ソ

ル トレー クの タバナクルか ら放送 された

女性のファイアサイ ドで話 しをなさいま

したが，そのふたつの説教の中でこの事

柄に関 して勧告 を与 えています。

すべての女性は，家事，倹約，持てる

才能 を存分に活かす ことな どにおいて技

術 を向上させ る必要があ ります。女性は

家庭作 りが上手でなければな りませ ん。

どのようにしたら愛の雰囲気 を最 も効果

的にか もし出す ことができるか，夫，子

供， 自分 自身，そ して自らが責任 を負う

人々の成長のために何ができるか を評価



　

　
してみることが大切です。また，子供 を

産み育てるといった重大な時期にあって

は，教会には福祉 プログラムな どの援助

機関が与 えられていることを知 ってお く

ことも必要 です。このようにしていろい

ろな方面か ら熱心に考慮 した後は，みた

まの導 きによって自分の立場に最 もふ さ

わしい決断を下すのが よいと思 います。

記者 ：女性の責任または役割の重 さに耐 え

かねて疲れきっている人々に対 して何か

ア ドバ イスがあ りますか。

ス ミス姉妹 ：女性が 目標 を幾つか立てて優

先順位 を決め， それらを達成す ることを

日々の生活 を通 して学ぶことは大切 なこ

とです。女性は， 自分の優先 した ものが

他の人々の ものとは異なることを理解 し

なければなりませ ん。そうでない と，欲

求不満 に陥って しまうでしょう。女性 は，

自分 自身の生活の向上のために努 力する

必要があると同時に，そのための方法や

手段が他の人々の もの とは全 く同 じでは

ないことも知 らなければな りません。時

時， 自分 を自分が定めた標準によってで

はな く他の女性 と比較して測 ろうとして

いる女性 と話 をす ることがあ ります。'そ

のような時，私は彼女たちに，福音の標

準に合 わせ て慎重に 自分だけの 目標 を定

め，それ を達成 し自ら成長す ることに満

足を見いだす ように と勧め るのです。

記者 ：そ うしたもや もや した気持 ちをな く

す具体的な方法はあ りませんか。

ス ミス姉妹 ：まず強調 しなければならない

のは，健康ですね。睡眠を十分に取 る，

体操 をする，規則正 しい食生活 をす る，

これらはいずれも大切 なことです。た と

え10分 間であって も，昼寝 をす ることは

忙 しい女性に とって感情の上 で大 きな違

いを生 じます。

また，健全な精神 を築 く習慣を身につ

けなければな りません。キンボール大管

長は， 日記 をつけるという良い提案 を与

えて下 さっています。人生 を一 日一 日の

積 み重ね として見るとなかなか変化に気

づ きに くいのですが， 日記は，違った観

点 を与えてくれ ます。何週間あるいは何

カ月か前を振 り返 って自分の成し遂げた

ことを確め ることができますか ら，効果

的な方法だ と思います。

また，私たちは自分の限界を知 らなけ

ればな りません。 この世 には，だれに対

して も完全になれ るとい う人はいません。

目標設定の重要性 を強調す るのはこのた

めです。私たち一人一人は，人のまねを

す るよりはむ しろ自分に何ができるかを

知 らなければな りません。

記者 ：自分 自身に関 して実際にそのような

知識 を持つことができない人々にはどの

ようなア ドバイスをなさいますか。どの

ようにすれば 自分 を知ることができると

思い ますか。

ス ミス姉妹 ：ぱっとひと言で言えるような

方法があればよい と思 うのですが，残念

なが らそれは私たちがこの地上 で自己の

成長 のために与え られた大きな計画の一

部にあたるもので，私 たちは，何度 も何

度 も実際に試 してみてでなければ学ぶこ

とはできないのです。自信 とい うものは，

聖典の勉強，祈 り，個 人の啓示な ど霊的

成長 をもたらす事柄によって身につける

のです。がっか りするようなことがあっ

たか ら， 目標 を達成できなかったか らと

言ってあきらめた気持 ちになる必要はあ

りませ ん。私の義理の母親は， 自分の成

し遂げたい と思っている事柄 を大切なも
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のから順番に書き出すことを 日課 として

います。そうすれば，その 日にしたこと

を素早 く評価 できるとい うわけです。母

は，物事を達成することに関 しては非常

に有能な人ですが，同時に， 自分 自身 を

適確に理解 してい ます。母は， 自分で実

際に行 なったこととしなければな らなか

ったこととを切 り離 して考えることがで

きるのです。

私の好 きな言葉のひとつに，ブ リガム・

ヤングが人々に教えたものがあ ります。

「私たちは
，サタンの力か ら逃れ ること

はできない。従 って，試され誘惑 され る

ものは何かを見極める必要がある。何人

といえども，救い主の生涯に明確に刻み

込まれた原則以外の ものでは昇栄するこ

とは不可能である。

私たちの宗教の根本的な原則か らすれ

ば， イエス ・キリス トはよろずの物の下

に身を落 とさなければ，すべてのものの

上に昇ることはおできにな らなか った。」

(10κγηα1(ゾjD∫s60π鴬8s「 説 教集」3：

365)

自分 にふ りかかった問題 を，監督や夫，

子供 たちに回 して しまうとすれば，それ

こそ女性 として， 自分 自身に限界を設け

てしまうことにな ります。落胆 している

時にこそ感謝 して よいはずです。落胆の

日々があればこそ幸福な 日々が認識で き

るのですか ら。

記者 ：不活発，不一致等の問題で苦労 して

いる地方の扶助協会に対 しては， どの よ

うな助言 をお与えにな りますか。

ス ミス姉妹 ：私たちは， このような質問 を

たくさん受け ます。そして，この問題に

対 しては，地方の指導者が地元の姉妹た

ちと会って解決策 を話 し合 うことによっ
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て答えを得るように と返答 しています。

会貝の不活発が問題であれば，教会に来

ない姉妹たちを捜 し出して来ない理由 を

言って もぢって下 さい。来ない理由は，

彼女たちしか知 らないのですか ら。指導

者がひ と度彼女たちの話を心から耳を傾

けて聞 き，その言葉に応えるならば，解

決の糸口をつかんだ も同 じことです。地

方の扶助協会は，集会の部屋が美 しく整

っていること， レッスンがよ く準備 され

ていること，温かい雰囲気であること，

愛の精神がみなぎっていること，特に扶

助協会に入ったばか りの人や今まで不活

発であった人々に対 しては愛 をもって接

す ること，な どのことが必ず守 られてい

るかよ く確かめて下 さい。

記者 ：時々，扶助協会会長がある問題 を明

らかにした りそれを神権指導者に知 らせ

た りす るのをちゅうしょしているように

感 じることがあ りますが，地元の神権指

最：初私は，扶助協会が教会の姉妹

たちだけに与えられた主からの賜

であると考えていました。ですが，

今は，扶助協会は，世界の至る所

に住む主の娘たちのために主が与

えて下さったものであることを知

っています。



導者が扶助協会の問題 を知 らずにいるこ

とが ままあるので しょうか。

ス ミス姉妹 ：そのことは，時々問題にされ

るこ とがあります。けれども，扶助協会

の責任 を持つ私たちが扶助協会の召しに

内在する大 きな可能性 を見落 としている

ことがかなり多 くあると思 うのです。そ

の召しにこそ私たちが責任 を負う管理の

職があ ります。与えられた責任 を果たす

ために，私たちはプログラム と会員一人

一 人を理解する必要があ ります
。問題が

起 きた時に，考え られるあ らゆる解決方

法を一つ一つ丹念に検討 してみ ることが

大切です。それ らを書 き出 し，優先順位

をつけます。そして，優先順位の高い も

のか ら， 自分 でできるこ とを行なって下

さい。そしてもしそれ以上の助けがいる

時には，問題 と考 えられ る解決策 を神権

指導者のもとに持 っていって一緒に考え

て もらうとよいでしょう。扶助協会の出

席す る神権評議会 も問題 を解決 し必要 を

満 たす手段 とな ります。扶助協会会長が

十分に準備 した上 で評議会に臨めば，姉

妹 たちに とって価値ある貢献 をす るこ と

ができるで しょう。

記者 ：物事 を決議す る上 で女性に相当な立

場が与えられていると思いますか。

スミス姉妹 ：はい， そう思います。問題が

あるとすれば，召しを果たす時に女性が

もっと真剣に召 しと取 り組む必要がある

ということです。私は，教会幹部の方々

が どんなに姉妹 たちを気遣 って下 さって

いるか知っています。姉妹たちの前途が

洋々 としたものであることを理解 して欲

しい と願っておられるのです。

記者 ：最近，教会の集会プログラムが統合

化 され ましたが，この新 しいプログラム

は扶助協会にどのような影響 を及ぼして

いると思 いますか。

ス ミス姉妹 ：私のステー キ部は，試験的に

このプログラム を行なったステーキ部の

ひ とつですが，初めて出席した時にひ と

つの良い効果が得 られるのに気づ きまし

た。私の隣に年配の姉妹が座っておられ

たのですが，彼女は私の方 を向いて，「若

い姉妹たちと一緒に集会に出席で きるな

んて，本 当に素晴 らしいことですわ」 と

っれしそ っにおっしゃいました。

若い女性には活気があ り，年配の姉妹

には知恵があ ります。両方が一緒になれ

ば，力 と分別が調和 して素晴 らしいもの

にな ります。以前のように扶助協会の集

会を別々に行なっていた時には，そうし

た調和 とい うものはあまりあ りませんで

した。

記者 ：この新 しいプログラムは，扶助協会

に何か違 ったチャレンジをもたらす とお

考 えですか。

ス ミス姉妹 ：はい。そのひ とつは，時間が

限られていること，です。現在の扶助協会

テキス トは，1時 間の レッスン用に作成

されています。教師が1時 間のレッスン

を30分 でまとめるのは どんなに大変か ご

想像 いただけ ると思 います。その解決策

として，ひとつは，姉妹 たちが前もって

テキス トを読み，レッスンの概念につい

て深 く考え，そしてクラスでそれらの考

えを分かち合 うよう計画することです。

そうす ることによって クラスの親密感 を

一層高めることができます
。

記者 ：すべ ての姉妹が扶助協会に出席でき

るわけではあ りませんね。中には，若い

女性や初等協会;託 児で責任 を果たさな

くてはならない人もいますが。
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ス ミス姉妹 ：その通 りです。でも，責任 を

交替 して果たすようにすれば，すべての

姉妹たちが少 しでも扶助協会に出席で き

るようになる と思 います。

記者 ：新 しい集会プログラムによって， 日

曜日に集会が集中す るようになりますが，

ホーム メーキングはいつ行なった らよい

でしょう。

スミス姉妹 ：土曜 日の朝が理想的な時間だ

と思いますが， ホームメーキングをいつ

行な うかは，実際には，地域 の状況を一

番よく知っている地元の指導者の判断に

任されています。

記者 ：姉妹たちの中には，扶助協会のテキ

ス トが時 としてあまりに固す ぎて， クラ

スの討論の妨げになることもあると感 じ

ている人もいるようですが，その点につ

いては どのようにお感 じですか。

ス ミス姉妹 ：テキス トはきわめて大切です。

すべての姉妹に知 っていただきたいのは，

扶助協会 で学ぶ レッスンが教会相互調整

委員会で承認されたものであるというこ

とです。テキス トは，私 たちが主の勧告

に従って 「ひ とつ」(教 義 と聖約38：27)

とな れるよう， また霊的な知識，ホーム

メーキング技術，教養，母親教育，社会

の各分野において姉妹たちが高いレベル

に到達 できるように備え られてい ます。

しか し，私が見たい と思 うのは，姉妹が

日常生活にそれ らの原則 を自分 な りの方

法で取 り入れることによって，レッスン

を越 えたものを生み出 してい く姿です。

姉妹一人一入は， 自分の生活 を豊かで満

ち足 りたものにするために， 自分に合 っ

た方法でそれらを取 り入れることができ

ます。

記者 ：最後に，この5年 間でス ミス姉妹 自
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私が見たいと思うのは，姉妹が日

常生活にそれらの原則を自分なり

の方法で取り入れることによって

レッスンを越えたものを生み出し

ていく姿です。

身はどのように変わったと思われますか。

ス ミス姉妹 ：私が長い間気がつかなかった

ことのひ とつは，いつ も家族の支 えがあ

った とい うことです。夫が絶 えず励 まし

て くれたことと，子供たちがどんな時で

も私 と一緒に時間 を過 ごして くれたこと

に， どんなに感謝 していることで しょっ。

一番忘れてはならないことは，主か ら

の助けです。私の所属ワー ド部で，最近

「天の窓」 とい う映画 を見 ました。ロレ

ンゾ ・スノー大管長が祈 りの答えを熱心

に求め，その答えが与 えられた時に深い

感謝の気持ちを表わす姿 を目に した時，

涙が こぼれ ました。私 自身 も何度かその

ような経験 をし，主の答えを感 じたこ と

があ ります。1974年10月 の扶助協会大会

で私が支持 された時，ふいに頭の中に浮

かんだ，「おそるな，われは汝が神，常に

汝 と共にあ り」 という讃美歌の言葉に霊

的に も感情的にも強められました。(讃 美

歌96番 「主のみ言葉は」)

どのような問題にもそ うした助けが与

えられていることを知 っています。また，

耳で聞 き手で触れ られ るようにはっきり

とした確信を感 じています。これは，言

葉 では言い表 わせ ません。また， これな

くしては召 しは とて も果たせないで しょ

う。



幸 せ とは単 に楽 しいという感情ではな く・
多くの場合，勝 ち取 らなければな らな

い性質のものである。だれ もが勝利者足ら

ん と願っている。私 もそうである。私は，

人が地上にあるのは勝利 を得 るためであ り，

主に近 く生活するならばそれができると信

じている。主が勝利者 であられることは明

白な事実である。

神 との関係 を危 うくするような誘惑や争

いに直面 した場合，私た ちは負けてはいけ

ない，否，妥協す ることさえできないとい

う気持 ちになる。

しか し問題によってはさほ ど重要で もな

く， どちらに転んで もたいして変わりがな

いとい っこともある。アブラハム ・リンカ

ーンは
，本当に大切 なただひ とつの ものさ

え残るなら，ほかのものをすべて敵の手に

渡すこともやぶさかではない と述べたと言

う。何 と賢明な言葉だろ うか。

人間の生活は平凡ではあって も互いに影

響 し合 ってお り，譲歩を余儀な くされ るこ

とも度々ある。 これは共同生活を営む上で

F
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勝利の喜び

七 十人 第 一 定 員 会会 員

ハ ー トマ ン ・レク タ ー ・ジ ュ ニ ァ
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必ずつ きまとう問題である。いつでも自分

の思い通 りに とい うわけにはいかない。

勝つ ことは確かに大切 なことであ り， 賢

明な人は 自分の伴侶や子供 もその ような気

持 ちをよく味わうこ とができるように意を

払 う。

ある時，4人 の子供 を持つ若 い母親が監

督の紹介で私 を尋ねて来た。彼女はそのふ

た月ほど前か ら夫 と別居 していた。

どうして別居 したか を聞いてい く内に，

彼女は心か ら夫を愛 し，夫もまた彼女 を誠

実に愛 していた ということがはっき りした。

しか し彼は妻にあらゆる点で完全さを求め

たのである。妻の欠点を赦そうとせず，言

い争いになって も絶対に後に引 くことがな

かった。 もし妻に負けそうにでもなると，

時には暴力を振 るってでも， 自分の考 えを

通そうとしたのである。

私はその夫 とも話 してみた。彼は2時 間

かけて自分が どれ程妻 を愛 しているか を話

してくれた。自分が暴力を振るったことを認

め，悪いことをして申し訳 ない とい う思い

があった。彼は 自分の心の中に悔い改めの

気持 ちが芽生 えてきていることに気づ いて

いた。二度 と彼女 を虐待するようなこ とは

しないし，や り直しのチャンスを与えて欲

しい と願 っていたのである。

彼の言葉に偽 りはなか っただろっ。 しか

しまだ充分ではなか った。私は，彼は永遠

の絆を築 く上で欠 くことのできない原則に

対して， もう少し確固 とした決意を持つ必

要があると感 じた。 そして，時にはほかの

人に花を持たせ るこ との必要性につ いて話

し合った。

彼はいつで も思い通 りにしなければ気が

済 まず，妻が 自分の意にそわない行動 を取

ることには我漫がで きな くなるとい っこと
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を認めた。私 はささいな事柄に一々向 きに

なる必要はないといっことをわか らせ よっ

とした。いつ も自分が正 しいと言い張 るよ

りも，妻の考えに耳 を傾ける必要があ り，

そうすれば互いに満足のいく結果 を得，相

手の顔 を立てることもできたのである。あ

ざけ りを受け，粗探 しをされるに決 まって

いるとい う恐れを彼女から取 り去 って， 自

分の力で判断できるようにさせてや らなけ

ればならないと彼に言 うと，彼 も努力 して

みると答えた。

しか しそれは決 して簡単なことではなか

ったと思 う。長年にわたつて続けてきた行

動 を一朝一夕に変 えることな どできるもの

ではないか らである。しかし， このふた り

は徐々にではあるが問題 を解決 していった。

この原則は，十代の子供たち とその両親

の関係 を良いもの とする上でも欠 くことの

で きない ものである。

規則によっては，いささか もゆるがせに

で きない もの もあるし，譲歩の余地のない

律法もある。それ と同時に， さして重要で

ない事柄 もある。私は永遠の行 く末 を左右

す るような問題 でない限 り，子供 たちの選

択に仕せ ようという思いになってきた。愛

と一致， また相互理解の精神 を育み，家庭

を主イエス ・キ リス トのみたまが豊かに宿

る所 とす るためには， このことが非常に大

切である。

例えば，我が家の上の息子たちはあのビ

ー トルズ全盛の時代に育ち，流行の最先端

を行 くファッションにあこがれた。私は一

時的な流行は好 きではない。それはこれま

で もそ うであったし，これか らも決 して変

わることはないと思 う。 しか し，私はたず

な を少 し緩め，子供たちの望むようにさせ

た。



なぜ そうしたか と言 うと，本当に大切 な

事柄につ いてはすべて自分の主張を通 して

いたか らである。私の子供 たちは分類すれ

ばいわゆる良い子供たちの部類であったろ

う。6時25分 か らの早朝セ ミナ リーに通い，

教会の数々の集会に も定期的に出席 し，什

分の一 も納め， スカウ ト活動 も普通に行な

っていた。 また学校 の成績 も平均 よりは上

であ り，私のホームティーチングの同僚 と

して働 くなど神権者 としての務めに も忠実

で，家庭 にあって もその責任をよく果た し

ていた。

子供たちが したいと思 っているこ とで，

私 の考えに合わないことと言えばたったひ

とつ，流行の服装や身だしなみのことだけ

であった。 しか し私に とって，彼 らが して

いた正 しい，少な くとも満足すべ きすべて

の事柄 と比較 してみれば，服装の問題はそ

れ程重要なこととは思 えなか った。

この譲歩によって子供たちは堕落 しただ

ろ っか。その よっなこ とはなかった。彼 ら

は流行 を追 いなが らも，大切な事柄 はすべ

て果たしていたのである。上のふた りの烏、

子 も伝道 を終えて数年経つが，今で も宣教

師 と同じような髪型にしている。

私がなぜそ うした流行の点で譲歩 したの

か と問いただす人がいるか も知れない。い

や，実際にそ うした疑問を投げかけてきた

人がいた。そ うい う人々にとっては， これ

は妥協す るこ とのできない問題だったのだ

ろう。 しか し私はそうは考えなかった。今

で もそれに変 わりはない。私が言いたいの

は，両親は何が本当に大切 な問題なのかを

見極め，時には子供たちを立ててや ること

も必要であるとい うことである。

私たち夫婦が子供たちに許 している事柄

はほかにも幾つか ある。夫婦で話 し合って，

さ程大切でない とい う結論に達 したもので

ある。例えば， だれを友だちにするか とか，

自分の家や教会での催 しに友だちを招 くか

とか，学校が休みの前の 日の夜ふか し， 自

分の部屋の飾 りつけ，あるいは，流行の服

装 を身に着けた り(た だし度が過 ぎない と

い う条件 で)， 騒々 しい音 楽 をかけ た り，

たまには他愛のないことをした りといった

ことである。 もちろん，子供たちがこうい

うことを一切 しないというのであれば私た

ち両親にとってそれに越 したことはない。

それで私たち夫婦は子供たちに，これ らの

こ とをす る時には自分 で責任のとれる限度

をわきまえてお くように言う。それは，い

つ もあれやこれや と口うるさく言わな くて

も済むようにするためである。 こういった

取 るに足 らないことで不必要に騒ぎ立てる

ことのないように決めたのである。

私たちは，その気になれば見過 ごしにで

きるささいなことに，始終 目くじらを立て

ているよっなことのないように しなければ

ならない。もし夫婦の間で，相手が 自分の

思い通 りのことをしなかった として も，そ

れがどうして も譲 ることのできない事柄で

なければ，大 きな気持ちで受け入れようで

はないか。思いや りのある建設的な言葉 を

口にし，ほめるように しようではないか。

相手のひ とりよが りな態度，次か ら次 と飛

んで くる小言，そ しり，苦情が原因で無力

感や劣等感に捕 らわれ，苦々しい思 いを抱

く.ようになっている夫婦があまりにも多い。

人を成長 させ るのは，愛 し受け入れようと

す る気持 ちである。

自分の力で成 し遂げたという思いはだれ

に とっても必要である。愛 と一致，協調の

精神は，私たちすべてをいつかは勝利へ と

導いて くれるであろう。
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一
私 力㍉ アメリカ大陸の原住民に何か宗教
書があったに違 いないと確信するよう

になったのは，いつ頃だったで しょうか。

ともか く，何年か宗教 を研究 した後にそう

い う信念ができていたのでした。

私は幼い頃からプロテスタン トの教会に

通っていましたが，十代になってか ら，教

えられてきた神 とい うものが復讐心に燃 え

た憎悪の神のように感 じられて，ついてゆ

けな くな りました。そこで聖書 を基に して

5年 計 画で，真 理探究 の勉強 を始め まし

た。聖書な ら，真実の教会の主義 な り信条

な りをはっきり教えていると思 ったか らで

す。

「真実の教会の外見や霊的な面の特性 は

何 であるか」 という面倒 な問題につ いて，

地域の図書館で答えが見つか りそうな本を

ずいぶん調べ もしました。 この問題 はまる

で大 きなはめ絵の ようで，見つけた答えは

書物があるはずだと

思いました

ジ ュ デ ィ ス ・タ ナ リー ・ロイ ズ

鞭

饗蠣 夢

皆限りがなく，大 きな絵のほんの一部にしか

す ぎないのです。でもそういう答えのかけ

らをいろいろ見つけるこ とは私にとって大

事なことでした。 というの も，真実の教会

に行き当たった時， それを見分ける必要が

あったか らです。私 は科学や歴史や宗教や

超 自然的な事物に関心のある人たちを捜 し

て，討論 したり一緒に研究 したりしました。

その うち，何 とはな しに古代文明に心が引

かれるようになったのです。中で もエジプ

トとアメ リカ大陸のピラミッ ドは私の興味

をそそ りました。マヤ 人はどんなふ うに し

て暦 を発明 したのだろうか。インカ族の起

源はどこなのだろ う。コロンブスは本当に

アメ リカ大陸へや って来た最初の人だ った

のだろうか。そのようなことをいろいろ考

えました。確かにコロンブスの時代よ りも

ずっ と前か ら旧大陸 と新大陸の間で頻繁に

行 き来が行なわれていたことは， たくさん

の証拠が示す通 りです。

私は歴史や宗教の古書 をいろいろ読んで

か ら，キ リス トがおいでになったのはユ ダ

ヤ人の所ばか りではない と考 えるようにな

りました。それに，本当に妙 なこ となので

すが，心を引かれ始めたのが古代アメリカ

の民族で した。私は次第に 「南アメ リカの

聖書」が存在 したはずだ と考えるようにな

りました。それよ り良い名前が見つか らな

いので勝手に自分でそう呼んだのです。

ところがこの民族の昔の書物はあまり見

つか りませ んで した。スペ イン人がア メリ

カ原住民 を征服 した時に，優れた図書は全

部焼いてしまったか らです。インカ族が コ一
14



一
ルテスを東方か ら来 るはずの大 白神 として

歓迎 したのは一体 なぜか ということも興味

があ りました。

5年 間にわた る研究 も終わる頃，いろい

ろ調べた結果 として真実の教会の原則 とい

うものの幾らかが明 らかにな りました。第

一 に
， その教会では父なる神は愛の神 であ

る と教 えているこ と。 第二に，聖霊が信仰

に積極的にかかわっているこ と。教会は病

人や悩んでいる人を癒 すことがで きること。

死後の生命 を信 じていること。予言の賜を

持っていること。黙示録を明快 に説明で き

ること。失われた十支族の話 を信 じ， その

復帰を待っていること。科学の真理 と宗教

の真理 は互 いに補い合 うものであると教 え

ていること。他の惑星に生物がいることを

信 じていること，等々。

また， この頃の私には，聖書に記されて

いた宗教上 の真理の多 くが伝承の過程で失

われて しまった とい う確信が心 にあって，

インカ，マヤ， アステカの文明をもっと探

ろうという気になっていました。言語記号

の解読 さえできれば，真実の宗教 を見つけ

る鍵はそこにあると確信 していたのです。

大勢の学者が何世紀にもわたって研究 して

きたことに， この私がどんな気持 ちで挑戦

したのか 自分で もわか りませんが， とにか

く消滅 した言語 と古代の言語に関する2冊

の本を買い，エジプ ト象形文字の勉強に取

りかか ったのです。 この時には，すでに主

が私 を心に留めて下 さっていた と思います。

私が 自分で 「真実の教会」の特性だ と思

うこ とを調べて書 き出した頃，ひ とりの親

友にその話 をす るようにな りました。彼女

に 「私の」教会の持つ原則 を話す と，彼女

は決まって 「まあ， それはモルモン教徒が

信 じていることよ」 とか 「モルモンの教義

に似ているわ」 と言うのです。 どうしたこ

とか， さんざん調べ てきたというのに，モ

ルモンの信仰に一度も出会 うことがなかっ

たので した。それから1，2週 間後，私は

彼女が持っていた 「教義 と聖約」を借 りま

した。そして，その本 を一晩のうちに夢中

で読んでしまい，次はジェームズ ・E・ タ

ルメージ著の 「信仰箇条の研究」を読み ま

した。その後私は末 日聖徒 イエス ・キリス

ト教会に電話 をかけ，宣教師 を送って下 さ

るようにお願いしました。

宣教師の教 えは私に とって耳新 しいもの

ではありませ んで した。それは長年の研究

の間に，教えに教えを加 えて私が信 じるよ

うになった事柄で した。バプテスマの面接

をして下 さった宣教師がニー ファイ第三書

の17章 を読み，最後に幼 な子 をキ リス トが

祝福 される美 しい箇所まで来ると，私は 目

を涙でうるませ，のどをつ まらせなが らこ

う言いました。「確かです。知ってお ります。

キ リス トはア メリカ大陸へいらっしゃいま

した。」

私は とうとう古代の 「アメリカの聖書」

を発見 したのです。

(ジ ュ デ ィ ス ・タナ リー ・ロ イ ズ 主 婦 ，

4児 の母 ， ヒ ュー ス トン ・テ キサ ス ・ノー

ス ス テー キ部 サ イ プ レ ス ワー ド部 所属)一
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「一 のお宅は何度来ても時間の浪費だわ。」
一
一軒の家の裏に傾 きなが ら立ってい

る小屋のような家。その家の風雨に打たれ

て色あせた戸 をノックしなが ら，家庭訪問

の同僚が言いました。「だれ もいらっしゃら

ない。」

力 を入れて何度 も トン トンたた くので，

握った手に塗料がはげてついて きます。私

は彼女の方を向いてうなずきました。それ

で も，今晩こそは と望み をかけて， ドアを

たたき続け ました。 しか しその 日もいつ も

と同じでした。私 たちはとうとうあきらめ

て，草ぼうぼ うの通路を通 りまで引き返 し

ました。

「あ一あ
， あの方にお会いしようと思 っ

て2マ イル行 った とい うのに。・∵…せめて

居所がわかっただけで も大 したこ とよね。」

車に乗 りながら私 は言いました。

半年前に初めて来た時は，小 さな古いそ

の建物が見つか らなかったのです。ワー ド

部の境界線が変わって私たちのワー ド部へ

移って きた家族が何組かあ り，この姉妹が

私たちの訪問教師の区域に加わったのでし

た。捜 し続けた住所が間違っているようだ

とわかって，2カ 所のガソリンスタン ドで

尋ね，何軒かの家に聞いてか ら， ようや く

雑草に埋 もれたあの通路 を捜 し当てたので

す。 ところが，せ っか く尋ね当てたという

のに返事 はな く，が っか りして しまいまし

た。

ジュディ ・カーンズ姉妹の1青報 カー ドに

は電話番号が記入されていなかったので，

電話番号案内で調べてみ ました。でも，番

号簿に載 っていないことがわかっただけで

した。ワー ド部の記録をちょっ と見た とこ

ろでは，3年 前にバプテスマ を受けて現在

は教会に来てお らず，ふた りの幼児を女手

ひとつで育てていらっ しゃるということで

した。

私 たちは訪問のたびにお電話下 さいとい

うメモを残 して きたのですが，連絡はあ り

ませんで した。玄関先に果物 を置いて きた

り，週末に立ち寄ってみた りしても，いつ

も留守で した。

「また骨折 り損だったわ
。」家に向かって

車 を走 らせなが らそう思 いましたが，良心

は語 りかけます。本当に2マ イル行ってい

るの?2マ イルというのは何?私 は気 を取

り直 しました。福音の標準によれば，それ

はただ責任 を果たす ことではな く，機会を

最大限に生か して良い成果 を得るよう心の

込 もった働 きをすることでした。事実私た

ちは，2マ イル目に足 を踏み出そうとした

ところで，今歩んでいるのは，ほんのわず

かな距離に過 ぎず，大 きく足を踏み出すこ

とがまだまだできるはずでした。

その晩，私は4回 電話をかけた末に，ジ

ュデ ィの前のワー ド部から訪問教師がだれ

だったかを聞 き出 しました。はっきりした

情報は得 られなかったのですが，電話番号

だけはわか りました。電話 を切ると， ちょ

っとした興奮に胸が高鳴 りました。私はす

ぐにいそいそとジュデ ィのダイヤル を回 し

ましたが，聞こえてきたのは不在の空しい

呼び出し音だけで した。翌 日もその夜 もま

た電話 をかけてみ ましたが，やは り留守で

した。

それか ら数 日後の夕方遅 く，歯医者での

17



治療の帰 り道， ジ.ユデ ィも帰宅途 中か もし

れないという考えが頭 をか すめ ました。休

日でもなんで もない普通の 日の仕事が終わ

る時刻 でしたか ら，彼女は必ず家に寄 るは

ずだと思ったのです。 こんな時刻に訪問 し

たら気を悪 くされ るか しら。 ともか く私は

衝動 を抑えきれず，彼女の家の方に車の向

きを変え，このチ ャンスを逃がす まい と心

に決めました。道路の縁石の ところに車 を

止めてあの傾 きかけた家に通 じる道に目を

や ると， いつ も空 っぽの 自動車置場には，

はた してその 日も車はありませ んでした。

それで，エンジンを切 って待つことに しま

した。25分 が過 ぎて，そろそろ家に帰って

くる子供たちが，私がいないことやいつ も

の夕飯の匂いが しないことを不審に思 うに

違いない と思いなが らも，私 は車の中で何

度 も座 り直しなが らとにか く待 っていまし

た。

それか ら落着かない気持 ちで待つことさ

らに15分 ， もうあきらめて帰ろ うとしたち

ょうどその時，旧式の くたびれたフォル ク

スワーゲンが草に埋 もれた道 を通 り， あの

いつも空っぽの 自動車置場 に止 まりました。

私は早速車から降 りてポーチの ところまで

歩き，車か らふた りの子供 を降ろ して家の

鍵を捜しているジュデ ィに，自己紹介 をし

ました。そしてようや く会 えた喜びを伝 え

ました。彼女は素っ気ない態度 でしたが，

親 しげな私 に負けて狭い居間に通 して下さ

いました。

私は初め， もっぱ ら幼い息子さん と娘 さ

んの相手をし，保育園か ら持 って帰 った絵

を見せて もらった り，包帯の下のす り傷の
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こ とを詳 しく聞かされた りしました。それ

でジュデ ィの気持ちはほ ぐれ，私 とい うも

のを知 ってもらうことができたようで した。

子供たちに関心を寄せている私に対 して彼

女はだんだん心を開き，やがて遠慮がちに，

父親のいない生活の悪影響か ら子供 たちを

守ろうとする 日頃の努力のあれこれを話 し

て下 さるようにな りました。彼女の御主人

は 「個人の 自由」 なるものを求めて，妻子

を残し，蒸発 したのだそうです。 ジュデ ィ

は生き抜 く決意 を固め，給料の良 くない職

に就きなが ら，歯科衛生士の資格 を目指 し

て夜間学校に通 ってい ました。子供たちを

近所のキリス ト教の学校に行かせ，御 自分

も日曜 日の礼拝 に出ていらっ しゃいました。

教会に行 って さえいれば， どの教会で もか

まわないとおっ しゃっていました。

この訪問は短い時間で したが，彼女 との

間につなが りができました。そして，彼女

の休 日にまたお訪ねす る約束 をしました。

玄関の所 で，私はまっす ぐ彼女の 目を見つ

め，福音が確かなことについて証 をし，そ

の美しい教えを聞 く機会 を大切 なお子 さん

たちか ら取 り上げないで欲 しいとお願 いし

ました。彼女 の目には涙があふれました。

私はジュディの手 を固く握っておいとまし

ました。

私はジュデ ィについて もっと何か したか

ったので，彼女のホームティーチャーに連

絡 を取ろうと思いました。そこで割 り当て

表 を持っている人を捜すのに3カ 所電話を

したのですがわか りません。そ して結局は

ワー ド部の幹部書記に話すのが一番よいと

考 え，電話 をしたのですが不在でした。そ



の晩，何回 も電話 をかけてみ ましたがとう

とう通 じず，あきらめ ました。

それか ら2日 後の夜にまた電話 をしてみ

ると，彼女の記録は教会に置いて きたそう

で，2，3日 中に書記室に電話 をして欲 し

いといっこ とでした。でも，言われた通 り

に電話 をかけるとだれ も出ず，私はホーム

ティーチャーに連絡す るのが本当に大切 な

のだろうか と思 うようになりました。

私がついにジュディと約束を取ったこと

を家庭訪問の同僚 に話すと， 同僚 は本当に

喜びました。そして新 たな希望に燃えて，

彼女のお宅に向かったのでした。ジュディ

は私 たちを待ちかねていて，私たちが焼い

て持 っていったまだ温かいクッキー を喜ん

で受け取 って下 さいました。私たちは初め

の うちは和気あいあい と差 し障 りのない話

をしていましたが， ジュデ ィは子供 たちに

ついての不安や心配， 自分が抱いている大

きな劣等感や経済的な苦 しさを打ち明けて

くれるようになりました。話 を伺 うことで

幾 らかの慰めにはなったで しょうが，私は

もっと何かをしなければいけない と思いま

した。帰 る時，玄関 口で彼女のホームティ

ーチャーが どなたか尋ね ると
，ワー ド部に

移って きてか らひ とりも訪問 していないこ

とがわか りました。私 は驚きました。半年

も割 り当てをしない とはどうい うことでし

ょう。

日曜 日の朝，私は幹部書記にお話 しよう

と思い，早めに教会へ行 きました。調べて

みると， レイ ・グリアー という熱心な長老

がジュデ ィの担当ホームティーチャー でし

た。私 ははたと困 りましたが，教会の中で

彼 を捜すとちょうど2週 間の休暇中だ とい

うことでした。2マ イル を行 こうとすると

何 と多くの障害にぶつかることか，今さら

なが ら驚きましたが， ここであきらめては

いけないと心 を引きしめたのでした。私は

その決意 を胸に，帰宅 された日にレイ兄弟

と会いました。私が次々に質問すると，彼

は弱 りきった様子で私 を見ていらっしゃい

ました。彼はジュデ ィ ・カーンズ姉妹のこ

とも御 自分が彼女のホームテ ィーチャーだ

といっことも知 りませんでした。 どこかで

手違いがあったのだ とす ぐにわか りました。

私は レイ兄弟にジュデ ィの電話番号 と彼女

のことを書 いたメモを渡し，事態が急を要

す るこ とを話 しました。彼は私の働 きを感

謝 して下さ り，何 とか しようとい うお気持

ちのようでした。

それか ら1，2週 間のうちに，2マ イル

目は奇跡の1マ イルにな りました。神の定

め られた計画が機能 を発揮 したこ とによる

奇跡，神権 を尊ぶ熱心な兄弟たちによる奇

跡，関心 を寄せ た姉妹たちによる奇跡で し

た。確実に手順が踏 まれ，主が示 された計

画に人々が進んで従 うのを見て胸が躍 りま

した。私が属 していたのは，間違いな く神

の教会だったのです。

レイ兄弟は 自分で訪問しただけでなく，

その週は夕食 と家庭の夕べにジュディを招

待 しました。子供たち同士がす ぐ仲良 くな

り，ジュデ ィも， 日曜学校へ車でお送 りす

るというレイ姉妹 の好意 を喜んで下さいま

した。 ジュディは遠慮が ちでしたが，子供

たちが乗 り気で，最 後には承知 して下 さっ

たのです。
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彼女は再 び教会へ戻 ったことで，回復 さ

れた福音の重要さを改ゆて知 りました。帰

る前に監督 と会い，扶助協会の会長 と話 を

し，初等協会の役員が保育 園へお子 さんた

ちを迎えに行 って初等協会に出席させ るこ

とが決 まりました。 ジュデ ィが間もなく歯

科衛生士 の資格 を取れると知 った監督は，

職のことを心配 して，ワー ド部雇用デ ィレ

クターに彼女を雇って くれそ うな歯科医を

捜す ように依頼 しました。それで資格 を取

得 した時には，すでに3件 の面接が待って

いました。彼女はその中か ら，一番給与の

高い職場を選びました。

それか ら数週間後，扶助協会会長が ジュ

デ ィの家 を訪ね，扶助協会の夜の部で歯の

手入れについて教えて欲 しいとお願いしま

した。ジュデ ィは承諾 し，同 じような問題

を持つ働 く姉妹 たち と親 しくなることがで

きました。そしてそれ を契機に，彼女は扶

助協会に出席するようにな りました。それ

か ら監督は，今こそ教会の召 しを与える時

期であると判断 しました。子供 日曜学校が

時間的に一番都合が良かったらしく， ジュ

ディはす ぐに子供たちの素晴 らしい教師に

な りました。

その後，ワー ド部の区域内で借家 をあち

こち捜 していたレイ ・グリアー兄弟が，格

好な家 を見つけ ました。長老 たちが荷物 を

運んでいる間に，夜の扶助協会の姉妹たち

が棚に紙 を敷き， 日曜学校 の役員は引っ越

しパーテ ィーの食事作 りをしました。ジュ

ディは大勢の人たちに とってなくてはなら

ない人，ワー ド部 に欠かせ ない人 となった

のです。
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断 食証会でジュデ ィが初めて証に立 った

時，礼拝堂はいつにも増 してシーンとして

いました。彼女は主が 自分 と一緒に歩んで

下 さること，福音によって平安が得 られ，

恐れや劣等感が克服 されたことが今はよ く

わか ります と，謙遜に証 をしました。大勢

の人たちに対する愛を語る彼女の 目か ら，

感謝の涙が とめどな く流れ ました。彼女が

話 し終 えた時には，ほ とんどの人がハンカ

チを手にして，主のみ こころの成就 を共に

喜んだので した。私は涙を拭いながら， ジ

ュデ ィをそ うまで変えたこれまでのいきさ

つ に感慨 を覚 えました。信 じられないよう

ですが， その発端は，訪問教師の責任 を2

マ イル行 こうとしたささやかな働 きだった

のです。

あの 日私ははっきり知 りました。神様の

仕事 をしていて 自分がたとえ取 るに足 らな

い者のように思われても，私たちには神様

の偉大な計画 を動か し，人生 を変えたり築

いた りす る素晴 らしい力 を発揮 し，生 きた

奉仕の場 を提供するなど，偉大な能力が秘

め られているのです。ただ，その途方 もな

く大きな可能性は，私 たちが きっかけ を作

り，2マ イル 目を奇跡の1マ イルに した時

に初めて，開かれてゆ くのです。

☆ ☆
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い にちよう び

言われた ときの ことですげ 日曜 日の
こ ご だ』かん ちよう

午後,キ ンボール大 管長 は メキ シコ
き

に来ました。
げつよう び いち にち じゅう

月曜 日はぽ とん ど一 日中,土 地 を
しようがっ

見てまわ りました。大管長 は㌔ 小学
こう もん きょうかいい ん はな あた ら

校 をほ う問 し,教 会 員 と話 し,新 し
じゅうたくち けんが く

い住宅地 を見学 して メキ シコの教 会
はって ん けいか く

の発展 の計画 をたて ました。や っと
ゆうがた

夕方になって,わ た したちはホテル

に もどりました。その とき,大 管長
か てい ゆ う で

はだれかの うちの家庭 の夕べ に出 る

こ とが で きるか どうカ㍉ たずね まし
こた

た。わた しが｢で きます｣と 答え る
ひ ら

と,｢で は,家 庭 の夕べ をいつ も開い
か ぞ く

ていて,子 どもが た くさんい る家族
し

をい くつ か あ げ てみ て くだ さい｣と,

なか

言い ました。 わた しが あげた中か ら

大管長 はひ とつの家族 をえ らび まし
こん や しゅっせ き

た。･そして1今 夜 出席 させ て もらえ
でん わ

るように電話 を してたのん でほ しい

と,言 いま した。大管長の え らんだ
い

家族 はわた しも前に行 ったこ とが あ
し

り,よ く知 って い る家 族 で した。 そ
いえ ははおや

こでわた しは,そ の家の母親 に電話

をかげ ま した。
し まい

｢も し も し姉 妹
,バ ー トン･ハ ワ
げん き

一 ドです
。 お 元 気 です か 。｣

｢は い
,元 気 で す 。｣

zz

いま
｢今
,大 管長 とい っ し ょに ホ テ ル.

に い るん です 。｣

｢大 管 長 です っ て
。｣

よ げん しゃ
｢え え,予 言者の キジボール大管

長 です。｣

｢予 言者が メキ･シコにい らっ しゃ

るん ですか。｣

｢は い,と ころで今 夜,大 管長が

あ なたの うちの家庭 の夕べ に うか

が って もよろしいで しょうか 。｣

｢今 夜です って。｣

｢は い ,今 夜 です。｣
へ ん じ

しば ら く返事 があ りませ んで した。
き

｢も し もし
,姉 妹,聞 こえ ます か 。｣

ほん とう

｢え え
。 そ れ は 本 当 です か 。｣

｢は い
。今 わ た しは キ ン ボー ル大

じ かん

管長 のへや にい ます 。時間が あ き
し だい ロ

次第家庭 の夕べ に うかが って もよ 』

う しいで しょうか。7時 ごろにな

ります が,お そいですか。｣
はん

｢い い え
,た い て い6時 半 か7時
はじ

ごろに始 め ますか ら。｣
しょくじ ゆ

.｢大 管長 は食事 をす ませ て行 きま
しんぱい

す ので心配 されな くて もけ っこ う
おな

です。 ふだん と同 じ家 庭の夕べ を

なさるよ うに して ください。お も

て な しはけ っこ うです よ。｣

｢え え｣
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まち す

ケ ィ トはエ リザベ ス とい う町 に住ひ じょうび

ん でお り,こ の 日,た ん 生 日の

みせ

プ レゼ ン トをさかそ う と,あ る店に
ゆ かんが

行 きました。あすの こ とを考 える と
お とつと

むねか ドキ ドキ します。弟のエ ドワ

ー ドのたん生 日なのです
。

㌧

ケ イ トは,エ ドワー ドの プ レゼ ン

か なん げつ はたわ

トを買 うため に,何 か月 も働 いてお
かね

金 を ため ま した。 そ して き ょ う,ケ

とう に ば しゃ

イ トとお父 さんは荷馬車 にのって町
き ちい

にや って来 たのです。ケイ トは,小
ひ ばな だ き

さな火花 を出 しポッポー と汽 て きを

き

エ リザ ベ ス に や って 来 た エ リザ ベ ス

ナンシー･カ ーハー

鋸

誘灘..…灘難
.

毒

驚
堀
繍
織

･羅
糊
懇
灘
難

瀞.纒
繍
繍
編
懇

魏魅

難

欝
幽鱗
翻
購
灘
灘

羅
鼎鑛

輔

懸

認
鐸
撫
織

万
.懸

♂
℃

灘
魏

灘
.縢

騨

蹄

隔

お

　

灘

翻
.
難

.

5

鴇

"

穿"
ご

を

こ

も

ポ
ゆき
ヨ

臣
鞭

賎

♂『

灘

羅

凄

諏
慧

脇
欝

汽

､咄

.硝

.脳

･

織
撚

諜

躍
藩

覧

亭

-
卦

蔭

ミ

博

講

誉

年
"

う､

､
睾

年鉢
臨
巧

罵

識
轟
藤
諏
b⊃蹄跳唱さ

b貼眠
b賦
b年
"

い

減

･

♂

⊃



5Z

。4!1

罫A呈㌣｢(巫へ尋冒尋つ49f)つ

9～`×こ〉沿r【て｣`).つ(客準⊃19罷
つを

孝圭`り〉量孝導｢4寧Hンみo垂
をヰきコみ

略)(〃?マ最寧1×こ〉為`!丁季準4託目『
リコ

百濠冠`2｢ア(セ4×髪4d/(}(〃

1蝦[一ンミ｣`俵ユ。4∩翠》).畔喜

4`ぞ｢(∠)4*(ゴ･4>翼｣寧Hンみ
ぜマ

`9ぞ←ぞ。γ吾準マ百宰1⊃匹妾4コ

嬰寧1×ト'為rlT'`遅4つ準窒集写1寸

髪4ぞ澤1ηぞ1尋§嬰･4⊃博`).§

。4つ準
【へ準つ).

し身}q乎v阜(〃習聖履立寧rソ§一
なツヨをえマ

≠ンムぞγ§膨辞`臼4η妾04つ

準q).し準誹宰lo4Ψ`[劉曾q》つ
タれ　

嬰〉臼津n).qし⊃P⊇(〃導≧ζ`〉･
ミ　りきソユ

臼霧壱町耳=`き4ノソ§一≠髪ムぞγ書
くヰヘマ

四辞。1y吾準奏し丸へ留孝ぞコ9呈秘
マ　くへ

⊃盟=丁腐辞コσ寒。γ吾準γ百･411
をアコくへ

翫q皇`さ44つ準託1=干百(}ヨ髪み
臼凌窪～ε

。
.9獄へ}ぞ1回コ=｢孝塵⊃1←

なマを　りぞ

ア?q).壬IT首私4⊃母ユ7準`(象
　ザ

魂)。4'1羊つ6コし⊃1寧1壬(〃尊｢。甲

⑦⊆Lへ)し×こv為nT緊号(〃舳(〃コ
ヰ

o財律4張⊃19コぞq
【へ。マ畔｣

。認つ羊婁身

》しY⊃1呈`ぞ?喜し嚢熱へ(ぎ判γ書
くヘニロ

〉窪。畔つ準つ脈4⊆アつ`マ｢喜

･綴

難

黛)×こ〉為白て⑦(潔幸母Lrlミ(〃準

(ン`)!1彦。.臥).一≠髪ム･/(Eぐ

`寧n認(宰
｣`ぞ管.喜…髭〉(宰宰IY(〃缶

ゆコ
。畔つ季つ(ン§

覧へ(ぎ`マ

｢.露払→処を(〃(汐.←陣寧1壬(〃コ。.窪払

く/気くま･ぐ･。乙一ン嬰×｣`).つGコ

し⊃1。411…β婁身).【へ乎㌧阜(〃車笛
ラ　を　

墨`).し准孝圭⑦寸髪み`ぞ〉喜身

←〉?4宰1γ喜彰辞。4つ,)9ア(〃

由7(小へ臼>q圓マヂン身写1士(〃4
コぞミ　

。4つ準q}歪〔
･4孝鼻⊃1←

ゆ　

ア曾【へ).(〆し百私4回･〉學冠払曾準
コ　ホくヰヰウみ

`}し準4し04しつ⊃1
:車劉躯`54

舌(〃尊)一∩妾。享みへ)･し畔↓§咲Y

⑦淳⊃囎1(〃老`Q狙孝身誰⊇!淳Y(〃
ミマヰコアユヨゆ

缶。=γつ準マ7首淳⑦(Σ峯).しを§4車
コぞ　かコ

劉製:4吾瞳;孝靭:≧鋒へ身り身｢百`ぞ管
ギセコ　ゆ　きくぴを

*).叩(ゴ･4呈遅γ喜四辞ぞ→レみ
〉

。㌶つ季!1⊃1ぞコ

←菖妥車γ4薬尋§･｢/管事)一つ(ゴニ
盛つつ尉

綴



わる
｢な に か 悪 い こ と した か し ら

。｣

｢し た か し らっ て
。｣

め
｢わ た し 目が 見 えな い の

。｣

｢え っ
。｣ケ イ トは な ん と答 えて よ

うま あしおと

いか わか りませ んで した。馬の足音,
き ひと

木のゆか を歩 く人び との足音が聞 こ
じ ぶん しん おと

え,自 分 の 心 ぞ うの音 ま で聞 こ え て

き ま した。ケ イ トは や さ し く,｢ご め

ん な さい｣と,言 い ま した 。

｢あ な た が悪 い ん じ ゃ な い わ
。｣

そ と

エ リザベスが言いました。｢外 に出 る
かお たいよう き も

と顔 を上 げ るの よ。太陽は気持 ちが
あめ ひ

いいの。雨の 日も顔 を上 げ るの よ。
ふ かん

雨が降 ってい るこ とを顔 で感 じられ
いちばん

るか ち。で も,太 陽が一 番す きよ。｣

ケイ トのお父 さんが荷馬車の とこ
かえ よう い

うに もどって きて,帰 る用意がで き

た とよび ました。エ リザベ スが｢さ

よな ら｣を 言 うと,ケ イ トは手 をふ

りました。で も,エ リザベ スには見

えない ことに気がつ くと,ケ イ トも
みち

｢さ よ な ら｣と 言 い ま した
。帰 り道,

とう

ケイ トはエ リザベ スの ことを,お 父

さんに話 しました。
つぎぼ が つこう せ ん

次の 日,学 校 で,ボ ル ドウィン先
せい あた ら

生 が,｢わ た したちの クラスに 新 し い

人 が 入 って 来 ま した 。､エ リザ ベ ス で･
はっぴよう

す。 目が見 えませ ん｣と,発 表す る

26

と,み ん な お し ゃべ り をや め て,エ
か え

リザベ スの方 をふ り返って見 ました。
さい う

｢エ リザベ スは9才 です 。生 まれ
じ ぷん

た ときか ら見 えないので,自 分 の こ

とは 自分 でできますが,こ こは新 し
ば しよ

い場所 ですか らなにが どこにあるか

わか りませ ん。 しば ら くの間はだれ
たす

かが助け てあげなければ いけ ませ ん

ね 。｣そ うしてボル ドウ ィン先生は,
み

ケ イ トの 方 を見 ました。｢ケ イ ト,あ
が くねん

なた と同 じ年 だ し,学 年 も同 じだか

ら,き ょうは南なたがエ リザベ ス を

見てあげて ちょうだい。 どこになに
おし

が あるか教 えて あげてね。｣
た あ

ケイ トは立 ち上が ると,エ リザベ
せき あんない

スの手 を取 って席に案 内しました。
あと

そ の後,か いだ ん,ス トー ブ,ま ど,
る

ゴー トか け,く つば こが どこにある

か教 え,席 につ れて帰 りま した。
げ こう じ かん

や っ と下校時 間にな ワま した。 ケ
いちにち じゅうす ご

イ トは一 日中少 しもエ リザベ スのそ

ば をはなれ られず∴ とて もつか れま
まい にち

した。 こんな毎 日でない ようにねが
はし あそ

い ま した 。 だ って,走 っ た り,遊 ん

たの

だ り,楽 しい ことがで きない女 の子

に しば られ た くなか ったか らです。

ケイ トは帰 り道,ひ とりになってほ

っ としま した。 うでをぶ らぶ らさせ,
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活 発で証の強い家族には良いホ払 ティ
ーチャーは必要 ない と考 える人もいる

が， それは本当だろうか。特 に監督やステ

ーキ部長
，その他の神権i指導者の家族につ

いてはどっだろ っか。

私はこのこ とについて少 し考えてみたい

と思 う。結婚 して間 もない頃，私ほ4軒 の

家族のホームティーチャーに召 された。そ

の中の一軒は，父親が教会に来るが まだ霊

的に改宗 していなかった。 もう一軒の家族

は，夫が教会の会員ではな く，結婚 して間

もない妻 と教会へ行こうとは しなか った。

3軒 目の家族は，夫が元ステー キ部長会の

一員
，妻がステー キ部初等協会会長 をそれ

ぞれ務めたにもかかわらず，ふた りとも教

会には不活発だった。4軒 目のス ミスー家

どの家族 に も

良 いホ ー ム テ ィー チ ャー が

必 要 で あ る
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はとても活発な明るい家族であ り，父親は

高等評議員，母親はワー ド部扶助協会の会

長 であった。

私はホームティーチ ングの同僚 と担当家

族について話 し合い，当面の間は，励 まし

とフェローシッピングを明らかに必要 とし

ている3家 族 を中心に行動す るこ とにした。

スミス家は月に一度短 い訪問をして親睦 を

深めていれば必配ない と思った。

しか し，それぞれの家族 を一度訪問 し，

さらに有能なホームティーチャーになるに

はどうした らよいか祈ってみると， どの家

族 も優秀 なホームティーチ ャー とその援助

を必要 としてお り， ス ミスー家 も他の家族

と同 じように祈 りのこもった思 いや りと愛

を求めていることが分かって きた。

最初の一年間，私 たちはス ミス家 と親密

な関係 を築 こうと努 力した。毎月訪問する

たびに，3人 の子供 たちのために時間を取

り，初等協会や スカウ ト，アロン神権，学

校などでどのような成長 を遂げているか知

るようにした。そしてヌ、ミス家の息子が イ

ー グルスカウ ト賞 を受 けた時など
，私はそ

の授賞式で話 をす るよう頼 まれたほどであ

る。

時には子供 たち と一緒にアイスクリーム

を買いに出かけたこともある。ワー ド部の

パーティーでは，ス ミス家の一 人一 人と交

際 を深めた。

フレン ドシッピングは両方の家族か ら行

なわれた。たとえば，私の家の最初の赤ち

ゃんが生 まれた時，だれよりも喜んで くれ

たのはス ミス家の人々だった。 しか も，ス

ミス姉妹は私の妻の出産 を祝 ってパーティ

ー まで開いて くれた。

ある日，ス ミス兄弟か ら電話があって，

近いうちに手術 を受けるつ もりであること

を知 らされた。医者が腫瘍 を発見 したので

ある。私は彼のために癒 しの儀式 を行なっ

た。

手術は成功 して腫瘍 は取 り除かれた。私

たちの責任は，父親が健康 を回復するまで

家族 を励 ますことだと思 った。

1年 後に，別の腫瘍が現われた。再びス

ミスー家は励 ましと助けを必要 とした。そ

して今回 も腫瘍 は取 り除かれた。
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しか し，数 カ月後にまた して も再発 した。

私 たちは，ス ミス兄弟のために祝福 を宣言

した時，みたまの慰めの力を何度 も感 じて，

心か ら感謝 した。私たちホームティーチャ

ーは
，家族が一致 した信仰を持って主のみ

こころに従 うことが大切であると話 した。

この最後の腫瘍は広範囲にわたっていた

ので医者 も手の施 しようがなかった。私た

ちはそれ を聞いて落胆 した。 しか し， ス ミ

ス兄弟が助か るという望みは捨てなかった。

私は仕事 の帰 りに しば しば彼の家に立ち

寄 った。その ころは鎮痛剤 も効果がな く，

激痛に苦 しむ彼か ら祝福 を求め られること

が 多かった。当時の経験は，私の人生 で最

も印象に残 るものになった。病床に伏 して

いる友人を励 ますために，私は毎 日ふさわ

しい生活 をして霊感 を受けられるよう努力

した。

ある土曜 日の朝，私は妻 と一緒に買い物

に出かけ ようとした時に，こう言った。「ス

ミス兄弟の容態を見に行 く必要があると感

じる。」私たちはその前 日の夜に彼 を訪問 し

て，異常がないのを確かめていた。

「わかったわ
。訪問す る必要があるとあ

なたが感 じるのなら，そうしましょう。」

彼は前 日とまった く同 じ様子でベ ッドに

横たわっていた。その一週間に，際立った

体力の衰えは見られなか った。私は戸惑っ

て しまった。なぜ訪問す る必要があると感

じたのだろうか。そこで私は，信仰 を強め

る出来事 について話そ うと考 えた。子供た

ちはベ ッ ドの周囲に集まって私の話に耳を

傾けた。そしてその場には，主のみたまが

満ちていた。 ところが，私が話をしている

最中に，姉妹の腕にもたれかかっていたス

ミス兄弟が突然に息を引き取 ったのである。

私 の妻は子供たちを別の部屋に連れて行

き，少 しの問話 をして，彼らの疑問に答え

た。妻は子供たちに，父親が生涯彼らの力

の源 になるだう っとい っこと，またいつの

日か，救い主の贈罪と復活のゆえに，父親

とうるわ しい再会 を果たせ るであろ うとい

うこ とを教 えた。

私は医者 と監督， それに葬儀屋に電話 し

た。その 日は一 日中，ス ミス姉妹のために

奔走 した。

難__嚢 纏 海
繭M毛'り 繭 ・ 』
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葬儀は月曜 日に行なわれた。監督がその

手配をしていると，ス ミス 姉妹が，夫は詳

細にわたって葬儀の計画 を立てていた と告

げた。それによれば， ホームテ ィーチャー

である私が霊的な話 をす ることになってい

た。

私は戸惑って しまった。ス ミス兄弟の近

所にはステー キ部の指導者や教会の役員が

大勢住んでいる。しか し，彼 らではな く私

が葬儀の席で話すように頼 まれたのである。

そのプログラムには，私がホームティーチ

ャーであることを明記す るようになってい

た。

葬儀がすむ と，私たちは家族が立 ち直れ

るようにできる限 りのことをした。 ワー ド

部の中で会計士 をしている会貝に依頼 して，

家族の予算 を組み，家計 を立て直す手伝 い

をしてもらった。また大工 として働 いてい

る会員に，家を維持するために必要 な修理

を見積 もって もらった。それか ら， ワー ド

部の神権定員会の会員がやって来て，家庭

が通常の状態に戻れるように必要 な仕事 を

行なった。

私たちはスミス姉妹が様々な働 き口につ

いて検討できるように助けた。そ して，子

供たちとも一層親密になるように努力 した。

父親がまだ霊的な改宗 をしていない家族

は， とにか く教会に集っていた。家族が密

接な愛の絆で結ばれたので，お互いに うと

ん じることなく理解 し合 い，受け入れるよ

うになっていたからである。

2軒 目の家族の教会員でない夫には，青

少年のファイアサイ ドとミューチャルで警

察官の生活について話 して もらうことにし

た。彼は，青少年が警察官に対 して好感 を
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持てるように話す責任を大喜びで引き受け

た。ある時には， 自分のオー トバ イで ミュ

ーチャルにやって来て， その機能につ いて

説明 したこともあった。一年後にこの夫婦

が引っ越 した時，彼は結婚 した当時 よりも

妻の属す る教会に対 して好感 を持つ ように

なっていた。

私たちが担当 した3番 目の夫婦は， ワー

ド部の会員にな じめずに不活発になってい

た。そこで，私 たちは彼らの友人であ り，

彼 らに関心 を持 っていることを理解 して も

らお うと努めた。そ して，子供 を教えると

いう姉妹の特別な才能が教会で必要 とされ

ていることを伝 えた。彼女は 日曜学校 に集

うようにな り，やがて日曜学校教師の召 し

を受けた。私の妻はワー ド部の クリスマス・

パーティー用のクッキーを作るように頼 ま

れた時， この夫婦に手伝って もらい，その

あとで私たちのゲス トとしてパーティーに

招待 した。後に彼 らは引っ越 して新 しいワ

ー ド部に移 ったが
，二度 と不活発になるこ

となく教会に出席 している。

私たちは何か特別なことをしたわけでは

な く， だれにで もできることをしたまでで

ある。 しか し，ホームテ ィーチャー として

の昔の出来事 を思い返すたびに，あの時に

得 た強い証が再び心に湧 きあが って くる。

それは， ホームテ ィーチングの重要性，

ホームティーチャーが担当家族に抱 く深 い

愛，そ して人に奉仕す ることによりもたら

され る喜びについての証である。特に私に

とって うれ しいことは，すべ ての人が， た

とえその人が活発な教会員であっても，良

いホームテ ィーチャー を必要 としているこ

とを早い時期に知 ったことである。



グ ァテマラの伝道談

リン ・テ ィル トン

コーデル ・ア ンダーセ ン

1

2

轄

3

1977年12月17日 ，最初のバ プテスマが あった後，証会 で話 すブ リンハー ス ト長老 。出席 者 は64名 ，その

中の34名 が証 を述 べた。

2チ ュラックで初 めてバプ テスマ を受 けたIl名 の青年

3チ ュラ ックのグ ループ初代会長 会，左 からロ ドル フォ ・チ ョク，会長の ミグエル ・チ ョク，書記 のレジ

ナ ル ド・チ ョク

4チ ュラックで初 めて誕生 した20名 の成人教会 員，子供 たち を加 え，教会員数 は37名 にな った。
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5 6

5教 会 へ向か うレジナル ド ・

チ ョク兄弟 と子息。チ ョク兄

弟 は初代 グループ会長会 の一

員 であ り， 長老に聖任 された

最初 の人々のひ とりでもあ り，

現在 は 日曜学校会長の責任 に

ある。

6礼 拝 堂の2階 部分 のは りに

屋根板 を止めてい るアンダー

セ ン地方部長

4輪 駆動の小型 トラックが・チュラック
に通 じる曲が りくね った山道を慎重に

走っていました。チュラックというのは，

グァテマラの中央高地の山間に開けたポロ

チック盆地の中の農園です。 と突然，黒雲

からこぼれ るように雨が降 り出 しました。

トラックは協 同組合に変わったという8500

ヘ クタールほ どの農園の中央集会所 を目指

していましたが，その風防ガラスを雨が激

しくたたいています。

運転 しているのはグァテマラ ・コバン地

方部のコーデル ・アンダーセン部長。助手

席に座 っているのはケチュア ・インディア

ンへの伝道に召されたカ リフォルニア出身

のブリンハース ト長老 とコスタリカ出身の

リオ ・ラゾ長老です。ほろの下には，ア ン

ダーセン長老の長女で17歳 のジュ リー と，

プロボ高校の同級生のレスリー ・アン ・ナ

イ ト，アン ・ガー ドナー とい うふた りのお

嬢さんが乗っていました。そ して4人 目は，

73歳 の改宗者， グスタボ ・ラ ミレス兄弟で

した。ケチュア ・インデ ィアンのラ ミレス

兄弟は巡回歯科医です。

一行がようや く中央集会所の広い前庭 に

着 いて， どしゃ降 りの雨か ら逃れる場所 を

捜 した時は，平 日の金曜 日も暮れかかって

いました。数人の労働者がプラスチックの

板切れを頭 にかざし，客人を出迎え.に庭 を

横切って走 って きました。彼 らはアンダーセ

ン地方部長 とふたりの宣教師 を，夕食 と宿泊

の用意のできた農園事務所へ案内 しました。

その間に，農園の売店のひさしの下に駆

け込んだラ ミレス兄弟は，大勢の労働者た

ちに虫歯があった ら抜いてあげる と話 しま

した。そ してモルモン経 を紹介 し，興味が

ある人のために夜，集会が開かれることを

教えました。

会場 の手はずが整った頃には雨 も上が り

ました。農園の人がふた りで箱 を抱 えてき

て，椅子 になるように縦に置 きました。巡

回歯科医のラ ミレス兄弟が鞄を取 り出 し，

用具 を トラックのほろに沿 って並べ，一人

目の患者が箱の椅子に腰かけました。ラ ミ

レス兄弟は麻酔薬の入った瓶 を取 り，注射

器に薬 をつめました。

抜歯を終えると，訪問者 たちは携帯用発

電機 とスライ ド・プロジェクター を下 ろし

てきました。そ して器具や，電球のついた
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庫へ運び入れ，それか らアンダーセ ン地方

部長 と連れ立って，近所の家を何軒か訪ね

ました。

その夜は175人 が 集ま りました。協 同組

合の指導者のひ とりで，所属の教会の平信

徒の中心人物である人が，「明 日の夜 はお

帰 りなのが残念です。 もっ と大勢集 まるで

しょうに」 と言って， 出席者の少ないこと

を謝 りました。

集会が始 まる前にアンダーセン地方部長

が発電機 を動か しました。1個 の電球の明

か りの下で.ジ ュ リー とレズリー とアンと

訪問者 たちが開会の歌 を歌 いました。

歌が終わ りラミレス兄弟がインディアン

語で祈 った後，アンダーセン地方部長がス

ペ イン語でモルモン経の由来 を説明し， そ

れをラ ミレス兄弟が通訳 しました。その後

ブ リンハー一ス ト長老が175人 に向けてケチ

ュア語で話 をし，それが終わる とリオ ・ラ

ゾ長老 とふた りで 「わたしは神の子」(「子供

の歌」B-76)を ケチュア語 で歌いました。

会が終わった後，立ち去 る人はご く少数

でした。人々はあちこちで輪を作 り，ケチ

ュア語 しか話せ ない人はブ リンハー ス ト長

老 とラ ミレス兄弟に話 しかけ，スペ イン語

がわか る人は リオ ・ラゾ長老 とアンダーセ

ン地方部長に質問 をしました。

これは，農園理事会の招 きでチュラック

農園を2度 目に訪れた時の様子です。

そ もそ も事の始 まりは，1977年4月 にベ

ラパスのサ ン ・クリス トバルに派遣された

オスカー ・デルガー ド長老が，サ ン ・クリ

ス トバルに近いバルパ ライソ農園の30名 ほ

どの求道者に教 えるように，監督長老か ら

依頼されたことでした。デルガー ド長老 と

同僚 は，そこにいる間にひとつの有効な伝

賑 コー ドを藻 会が行なわれる予定の倉 騰

8

7チ ュラ ック支部支部長会 ：ラ ファエ ル ・マー

ズー一一一書 記，ホセ ・チ ョク ー第一副支部長，

アルフ レ ド・チ ョク ー一支部長， セバスチ ャン・

チ ョク ー第二副支部 長

85日 後，建物 は未完 成なが ら使用可能 にな っ

た。右 手 には，教室 として使 われる草 ぶ き屋根

の建 物第1号 が一部 完成 して いる。 これ以後草

ぶ き屋 根の教室 が次々作 られた。

道方法 を発見 しました。モルモン経がマヤ

文明に古 くか ら伝わる失われた記録である

ことを話 して，求道者の興味をそそる とい

う方法です。

長老たちはその後間 もな く，政府任命の
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農園支配人に会いにサン ・ク リス トバル ま

で5時 間をかけてやってきた，チュラック

農園協 同組合理事の7人 のインディアンに

会いました。その支配人は，偶然に もサン・

クリス トバルの宣教師宅の家主でした。

6人 の立派なインディアンに感 じる とこ

ろのあった宣教師たちは，伝道す るつ も り

で彼 らを部屋に招 きました。6人 は全員が

モルモン経を自分の先祖の書物，先祖の宗

教 として受け入れ，それぞれ1冊 ずつ をチ

ュラックに持ち帰 りました。

6名 の理事はチュラックの教会の平信徒

の指導者でもあったため，次の 日曜 日の礼

拝にモルモン経を使用 しました。そ して宣

教師 を農園に呼んだのです。

チュラックへの最初の伝道に訪れたのは，

アンダーセン地方部長，デルガー ド長老，

ブリンハース ト長老， それにインデ ィアン

の通訳者 として， タンチ村の教会員の青年

指導者でバルパライソで改宗 したミグエル・

チャブ兄弟でした。

4輪 駆動の トラックによるこの遠隔地 ま

での5時 間の旅は，初め思 ったより手間取り，

到着は 日没後になって しまいました。です

から，彼らが本当に来て くれるのか どうか，

だれ も知 りませんでした。で も口づてに近

所の家々に彼らが到着 したというニュース

が伝 わり，60人 が集会に出席 しました。一

行は手厚 いもてな しを受け， なるべ く早 く

また訪問して欲 しい と頼 まれました。

175人 が 出席 した2度 目の訪問の時の こ

とは先に述べましたが，群衆の代表者であ

ったミグエル ・チ ョクはその時 このように

言いました。「今聞いたことが気に入りまし

たし，信 じます。私 らの先祖のこと，先祖

の宗教のこと， どうした らもっ と良い生活

ができるか といっことをまた教 えに戻 って
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きて欲 しいです。」

3回 目の訪問はそれか ら2週 間後でした。

土曜 日の午後に成人を対象 としたモルモン

経の勉強会 を予定 して準備はしていたので

すが， この時は，会の前に重病人の家 を診

療に回る時間を見込んで早めに出かけまし

た。午後の会には105名 が 出席 して，最前

列には6名 の指導者がそれぞれモルモン経

を手にして座 りました。その夜 は，300人

が 出席 して映画 を見ました。

アンダーセン地方部長は後に，翌 日曜 日

のことは容易に，忘れられるものではないと

報告 しています。「初めに，私 たちの朝食を

用意 して下 さったインディアンの姉妹 の祝

福 を頼 まれました。それか ら協同組合長で

伝道師の長 をしておられるホセ ・チョクが

や って来て，私 と一緒にカ トリック教会で

開 く集会のプログラム を作 りました。 自分

たちのや り方では回復 された先祖の宗教に

合わない部分があるか らとい うのです。集

会の半分は彼 らがいつ も通 りに取 りしきり，

あ との残 りを私たちに任せ ることで了解が

得 られました。

礼拝堂は300人 か ら400人 ものインディ

アンの人たちであふれ るほどでした。6人

の信徒 の指導者が順番に説教 し，後の時間

が私たちに任 されました。同行 している73

歳のケチュア ・インディアンのラ ミレス兄

弟 と，バルパ ライソで改宗 したポコムチ第

1号 の信者 ミグエル ・マ ックス，それにブ

リンハー ス ト長老が話 をしました。閉会に，

「わた しは神の子」(子 供の歌，B-76)を

歌 いました。

それからチュラックの指導者たちは，い

そいそ として，「モルモンの礼拝堂」を建て

るために選んだ という美 しい場所へ私たち

を案 内して下 さいました。



9ぺ

1唾

9肩 を並 べ，教 会用地の地 な らしと土台の穴掘

りに励 む宣教師 と教会 員

10寸 法に切 られた丸木 がバ ルパ ライソか ら運 ば

れ， ベ ンチ に組 み立 て られ た。

ll未 完 成なが ら，チ ュラ ックの教 会の急速 な発

展 に応 じて集会所兼本 部 と して使用 された礼 拝

堂

その後数 カ月間，専任宣教師は週末に都

合のつ く限 りチュラックを訪れ ました。そ

して1977年12月 ，最初の37人 がバ プテスマ

を受け ました。夫婦が7組 と子供や若者で

した。

しか し，チュラックの発展はたやすいも

のではあ りませんで した。組織ができて間

もな く，以前からの集会所の使用が禁止さ

れたため，戸外か，悪天候の時には川頁番に

教会員の家 で集会 を行なわなければな りま

せんでした。 また，専任宣教師の訪問が限

られていたため，改宗活動はほとんど若 い

人たちに頼る状態で した。それでも初期の

改宗者が他 の人を教えに出かけて，1，2

週 間の間に4家 族，11人 が さらにバプテス

マ を受 けました。そしてその週末は，12歳

以上で神権 をまだ受けていなかった男性教

会員全員が聖任され，神権i者の総数 は16人

にな りました。その うちのふた りが地方部

宣教師に任命されました。またその同じ日

に， リー ダー とその補助(支 部長会 と同 じ

ようなもの)， それに日曜学校の会長会が組

織 されました。

その後間 もな くの集会で，初めて赤ん坊

と子供たち19人 が祝福を受けました。予定

されていたよりひ とり少なか ったのですが，

そのひとりは赤痢 と栄養失調 でその週の内

に死亡 したのです。アンダーセ ン地方部長

はこう報告しました。「6歳 以下のインデ ィ

ア ン乳幼児の死亡率 は50パ ーセントです。

その数字が私たちから子供 を取 り上げよう

と迫る蛇のように目前に立ちはだか りまし

た。私たちはそれ まで，バプテスマの面接

とか，誕生の記録作成，幼児の祝福， グル

ープの組織 とかに専心するあま り，新教会

員の物的福祉 を怠 うていたのです。

それか らす ぐ，新会員 を対象に，福祉活
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動全般にわたる勉強会が計画 され，次いで

そこで学んだ救命のための知識 を実行に移

す計画がで きました。

4名 の人が週末のチュラック訪問のため，

地方部福祉活動宣教師に召 され ましたが，

これは地域の教会員としては グァテマ ラで

初めて召された人たちでした。扶助協会の

姉妹 たちの指導にコバン出身の19歳 の ジュ

ディス ・オバ リー姉妹，初等協会担当はバ

ルパライソ支部の クリスチナ ・ア ンダーセ

ン姉妹，農業を専門とする前述の通訳者，

21歳 の ミグエル ・チャブ，それに歯学 と医

学を学んで建築計画も手伝 うデ ィエー ゴ ・

カン ト兄弟です。 グス タボ ・ラ ミレス兄弟

も都合のつ く限 り手伝 うことに決 まりまし

た。

まず着手 しなければならないことのひ と

つが集会所の建設です。伝道部長か ら単室

形式の建物の建築許可が下 り，支配人から

農園内での建築工事が認可 されました。バ

ルパライソのコーデル ・アンダーセンが経

営する 「インデ ィアン育成協会」実験農場

学校か らとグァテマ ラ ・シテ ィーか ら， ト

12

12チ ュラックで初めて任命さ

れた地方部宣教師：サングラ

スとネクタイを専任宣教師か

ら借りておどけてみせるラフ

アエル ・マ ーズ長 老(左)と ホ

セ ・チ ョク長 老

132階 か ら見 た礼 拝堂内部

ラック2台 分の資材が早速運び込まれ まし

た。バルパライソか らは，チュラックの教

会貝の建築 を手伝いに，若者たちの労働班

が同乗 して きました。そして5日 間にわた

る重労働の末に，一部完成した建物 で最初

の集会が開かれたのです。その後，時間 と

資金に合わせて建物は徐々に仕上がってい

きました。

チュラックに住む新 しい末 日聖徒たちの

物心両面にわたる進歩は，家 を整え，向上

させ るという点で，村人の良い模範にな り

ました。健康 に役立つ良い習慣 も模範で し

た。アンダーセ ン地方部長は，「まだまだ し

なければならないことはた くさんあ ります

が， 出足は順調です。」 と言っています。

チュラックは，1978年 前半のこうした一

連の出来事に端 を発して，つ い先頃まで教

会の発展が不可能 と見 られていたへ き地に

もかかわ らず，恐 らくグァテマラの全支部

中一番の速 さで，なお発展 を続けています。

チュラックの初年度における大 きな催 しは，

1978年9月24日 に 伝道部長の管理 で開かれ

た特別大会でした。会場 には208名 が集 ま

13

緊 、

騰∫
.・嚢 、 ：

曝 ご
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りましたが， その内のだれひ とり，次に起

こることを予測できませんで した。閉会 の

祈 りが終わって人々が頭 を上 げ，礼拝堂か

ら出始めた時，別 のインデ ィア ンの集団が

礼拝堂に向か って近づ'いて来たのです。教

会貝がプロテスタン トの3教 派に属する友

人たちを招待 していたせいでした。その人

数は，何 と252名 で した。帰 ろうとしてい

た人たちも礼拝堂に戻 って，す ぐに大会の

第2部 が始め られ，集会 を管理す る人たち

に加え，各教派の代表者が簡単 に話をしま

した。 この大会の総 出席者数は460名 で し

た。

さらに最 も意義ある出来事は，1979年4

月，教会の独立支部が ここに組織 されたこ

とです。教会員数130人 ， その内長老14人

を含む50人 が神権者で， アルフレッ ド・チ

ョク兄弟が初代支部長 として召されました。

チュラックにおける主のみ業の進展ぶ り

が刺激 となって，グァテマラのこの地域(ポ

ロチ ック盆地一帯)に 初めて専任宣教師が

派遣 され，現在では5カ 所に10名 の 宣教師

がいます。 しか し，発展はまだまだ これか

14

15

らです。チュラックの成功に励 まされた別

の地域 では，次 のようなことを行なってい

ます。(1)プロテスタン トの教派に属する地

方のインデ ィアンとしては国内最大の規模

を誇る団体 に， 月1回 の訪問や映画の上映

などを12回 以上 にわたって続け，平均600

人か ら800入 の 出席がある。(2)へき地のイ

ンデ ィアンの団体 と接触 して，大勢の病気

の子供の祝福 を要請された。(3)いろいろな

集会で，本の読め る人々にモルモン経を何

箱 も贈 っている。 しか し， しなければなら

ないこ とはまだた くさんあ ります。

オスカー ・デルガ ド長老は，1977年7月

初旬のあの運命的 とも言える 日にチュラッ

ク協同組合のインデ ィアンの理事たちとた

またま出会 ったことが， このような大 きな

結果 を生む とは想像 もしなかったこ とでし

ょう。また，彼 らへの働 きかけが契機 とな

って，単に改宗への道を開 くだけでな く，

福祉活動 を実践す る最善の方法が見いださ

れ るとは，決 して思わなかったに違 いあ り

ませ ん。

14礼 拝 堂が満員 の最近 の大会風 景

15ス ナ ップ写真 を撮 る姉妹 たち
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私 が16歳 ・ 弟 の ス コ・・ トが14歳 の 日寺・ 私
たちの家族はサ ウジアラビアに引っ越

しました。 ところが，そこには14歳 か ら18

歳 までの生徒が入れる英語学校がな く，私

と弟は隣国のパー レンにある寄宿学校に入

学 しました。寮の中にモルモ ンは私 たちふ

たりしかいませんで した。私 と弟は毎週教

会に出席 し，たば こや酒はの まず，ロッカ

ーの戸に女の子 の写真 をはった りもしない

のでたいていの学生は私たちがモルモンで

あることを疑わなかった ようです。私はそ

れで十分だ と思っていました。人が私の信

じているこ とについて尋ねれば答 えるし，

もしそうでなければそれでよい と考えてい

たか らです。だれも好きこのんで笑い者に

なろうとい う人はいないはずです。私 はあ

か りを枡の下に置 くことは しませんでした。

しか し同時に燭台の上 に置 くこともしなか

ったのです。(マ タイ5：14，15参 照)

ところが移 ってきて2年 目に周囲の様子

が少 し変わって きました。スコットが米国

史のクラスでブ リガム ・ヤングについて研

究発表す るように割 り当て られたのです。

私はス コッ トを助 けて聖徒たちの迫害，西

部への移動，ソル トレー ク盆地の開拓，ヤ

ング大管長の業績， さらにそれらが今 日の

世 界に どの ような影響 を及ぼ しているかに

ついで1青報 を集めました。弟によい研究発

表 をして欲 しか ったのは もちろんですが，

それよりもほかの人が私 たちの 「風変わ り

な信条」を物笑いの種に しないか と心配だ

ったか らです。

私はクラスの後，学校 で弟に会 うことが

できな くて，研究発表の成果 を聞 くことが

できませ んでした。す ると放課後，食堂に

いる私の ところに，週末に飲みに出掛けた

り，夜に こっそ り寮 を抜け出す連 中が近づ

いて きました。

「やあ
，ウェス，君がモルモンというの

は本当か い。」

「思った通 り
，やってきたな。」私はそう

思いました。恐 らく連 中は私にタバナクル

合唱団の歌でも歌わせ るつ もりだろうと私

は考 えていました。「ああ，そうだよ。」私

は答 えました。

ところが彼 らは口々に 「それはすば らし

い」 と言い， 自分たちも何 か信 じられるも

のが欲 しいと思っているし，私がなぜそん

なに真面 目一方でだれ とでもうまくやって

いけるか不思議でたまらないと言 うのです。

彼 らの話に耳を傾けているうちに，私 も驚

きました。今 までそのような言葉が返って

くるとは夢に も思っていなか ったからです。

それか ら私 と弟は教会についてよく話す

ようにな りました。友達 もよ く私たちの と

ころに来るようにな りました。学校の先生

も 「モルモン経」や 「奇 しきみわざ」 を読

んでいます。そのうち何 人かの友達が一緒

に教会に来 るようになりました。これまで

無神論者で通 していた私の親友 も教会で証

を述べ るようにな りました。その時はまだ

だれ もバプテスマ を受けていませんでした

が，その中の何人かが後に改宗 したと聞い

ています。

私はパーレンにいる問，いろいろなこと

を見た り，学んだりしましたが，これはその

中でも最 も素晴 らしい教訓で した。世の人

は福音が もたらす喜びを探 し求めているの

だ ということがはっきりわか りました。あ

か りを枡の下に置いていたのではなんにも

な りません。すべ ての会貝は宣教師です。

む しろあか りを燭台の上に置 くのが私たち

の責任ではないで しょうか。
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窪 獺
：葱

鑑'

纒麟璽難獺
『

撒 雛 纏
，

・1脇 髪

・ ジ 諺

1噛 つけて祈覇

難'
エ イ ヴ リル ・ホ ー マ ン

纏

カ ナダのアルバータ州マ グラスからヵル
ガリーまではかなりの道の りです。そ

の 日はハ イウェーに激 しく打ちつける雨の

せいか，いつ まで経って も目的地に近づ い

ているとい う実感が湧 きませ んで した。私

たちは皆疲れていました。.母と祖母が前の

席で話 しているほかは，全貝がバンの後部

で休んでいました。私 自身 も外は土砂降 り

だわと思いながら， そのまま寝入って しま

いました。しばらくして，私は激 しい痛み

で目を覚ましました。それ もそのはず，車

が何かに激しく衝突した反動 で，サ イ ドド

アのところの狭いす き間に体 を押 し込まれ

て しまっていたのです。足はす りむけ，血

が流れていました。呼吸 も次第に速 くなっ

てきます。つぶれかけた車の中には，祖母

が倒れているほかはだれ もいないようです。

醸灘.

難 ，

謹 霧
義

萎 霧

藝 霧

・一 霧獲 艦 ・　

霧
臨1，

纏
霧

携 彰雛

。1霧霧.、 一_撫 、 撚 欝

ただ っめき声が聞こえて くるだけでした。

やがて，だれかが私をそのす き問から引き

出 して くれました。祖母は，私が側に寄る

と，かすかな声でこう言いました。「心配し

ないで。大丈夫だよ。」

13歳 になる弟は，後 ろの ドアか ら外に投

げ出されていました。その弟が言 うには，

私 はひど く興奮 していたそうです。弟はそ

の私の腕 をつかみ，激 しく揺す りました。

そして大声でわめ き散 らしていた私に，心

を落ちつけて祈 るように言いました。弟は

腕の骨 と鎖骨 を折っていたに もかかわ らず，

よろめ きなが らハイウェーに戻 り，1台 の

車 を止めました。

車は母が運転 していたのですが，道路が

雨でぬれていたためにハイ ドロプレーニ ン

グ現象 を起 こし，ハ ン ドルが全 くきかなか
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ったのです。

道路 を突っ切 った車は，土手 を滑 り落ち，

排水溝にぶつかってはね上が りました。そ

して泥の中に突っ込んで数回転 し，農場に

通 じる坂道の上 でようや く元通 りの形にな

って止まったのです。母はひ どい傷 でした。

肋骨が折れ，額は見るも無残に傷ついてい

ました。その上，つぶれた車体にはさまれ，

人手 を借 りな くては動けない状態で した。

これでは落ちつけと言 う方が無理です。

私たちは休暇 を利用 しておばの新 しい家

へ行 こうと遠 出してきたので，近 くで知 り

合いの人はだれ もいません。後でわかった

ことですが， そこはカルガ リーから35マ イ

ル(56キ ロ)ほ ど離れた小 さな町，バルカ

ンの近 くでした。私 たちの車が滑 り落ちて

止 まった場所は，ハ イウェーか ら目につ き

に くい所でした。その ような中で，心 を落

ち着けて祈 るように と言った弟の言葉が心

の奥に焼 きついて離れません。私は ともす

ると気が動転 してどうしたらいいのかわか

らなくなりそうでしたが， そのたびに一生

懸命に祈 り，平静 を取 り戻すこ とができま

した。

弟がハ イウェー で止めた車には，ふた り

の女性が乗っていました。弟か ら事故のこ

とを聞いたふたりは，無線機 を積んだ車 を

止めて くれ ました。救急車が到着 したのは，

それか ら2，3分 経 ってか らのこ とで した。

幸いバルカンにも小 さな救急病院があ り，

私たちはそこです ぐに手当てを受 けるこ と

ができました。

病院には患者専用の電話が1台 あったの

で，母はそこまで連れて行 ってもらい， ソ

ル トレー ク ・シティーにいる父に電話 をか

けました。次にカルガ リーのお じに連絡を

取 りました。お じは知 らせ を受け るとす ぐ

に駆けつけて くれました。母はお じに会 う

や否や，長老たちを捜 してきて欲 しいと頼

み ました。 ところがお じは受付に向か う途

中で，5，60代 のふた りの男性 に出会 った

のです。

「モルモン教会の長老を捜 していらっし

ゃるのではあ りませ んか。」彼 らはそ う問

いかけてきました。お じは 「ええ， そうで

す」 と答える と，ふた りを病室に案 内しま

した。彼らが言 うには，通 りがか りに事故

にあった車のナ ンバープレー トを見たら「ユ

タ」 とあったので，病 院に行 って尋ねてみ

た方が よいという気持ちになったというこ

とで した。ふた りは大祭司で，私の弟，い

とこ，母， そして私に祝福 を施 して帰 って

行 きました。私 たちはふたりの ことを新聞

に投稿 しました。あわただしい中で，名前

を聞 くの を忘れてしまったからです。

私たちは，祖母が病院に運ばれて来る前

にすでに息を引 き取っていたことを知 りま

した。 しか し私は，あの時の祖母の確信に

満 ちた言葉から，祖母には霊界で祖父 と再

会す る準備ができていて， きっ と平安な気

持 ちでこの世 を去 ったに違 いないと思いま

した。

私はこの事故か らもうひ とつの大切 な教

訓を得 ました。 それは主が私たちの祈 りを

聞 き，それに応 えて下さるということです。

主は助けを必要 としている人々のもとにふ

さわ しい神権者をお遣わしになります。私

たちはかな りの重傷 を負いましたが，全員

快復 しました。あの時に神権iの祝福 を受け

たことは，私たちに とって大 きな慰めでし

た。みたまの勧めに従 って病院に来て，私

たちのために時間を割いて下 さったふた り

の方に心か ら感謝 しています。この感謝の

念はいつ までも消えることはあ りません。

また，祈 った時にすべては良 しと告 げる平

安 を心に得たことも，生涯忘れることはで

きないでしょう。
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ロ ーカ ル ・ニ ュ ー ス

東 京神殿 ，

◇ ◇

東京神殿の一般公開につ

いてのニュース(9月13日

付)は 先月の東京神殿特集

号でも少 し紹介 したが，今

回は特別公開の記念式典や

訪問者の東京神殿に対する

印象な どを織 りまぜた詳 し

い模様を皆様 にお伝 えした

い。

◇ ◇ テープカ ッ トを前 に(前 列左 よ り菊 地良彦長老，

デ ビッ ド・M・ ケネ デ ィー兄弟)

秋晴れのもと，午前9時 より500名 近 い

人々が参列する中，特別公開の記念式典が

おごそかに催された。参列者の中には政治

家，各国大使，実業家，大学教授，銀行家，

報道関係者，建築家，写真家，宗教家など

社会のあらゆる分野で活躍す る人々の姿が

見 られた。まず，開会の祈 りが捧 げられた

後，以下の人々によるあいさつが続いた。

最初は大管長会特使 のデビッ ド・M・ ケ

ネデ ィー兄弟。ケネディー兄弟はこの 日に

寄せ る感銘深 い祝辞 とスペ ンサー ・W・ キ

ンボール大管長よ り託 されたメッセー ジを

述べた。次に ドウェイン ・N・ アンダーセ

ン神殿長。アンダーセン神殿長 は日本にお

ける教会の簡単 な歴史や最近の著 しいその

発展ぶ り， ならびに東京神殿の特徴 などに

ついて説明した。そして最後に 日本 ・韓国

地域代表役員の菊地良彦長老のあいさつ。

菊地長老は東京神殿の完成 と式典 を迎 える

ことがで きた喜び， さらには天父とスペ ン

サー ・W・ キンボール大管長 よりいただい

たこの大いなる祝福に対する感謝の気持ち

を述べた。

これ らのあいさつの間には，聖歌隊によ

るコーラスも披露され，式典に彩 りを添え

た。そして，神殿入口前に用意された紅白

のテープに菊地長老，ケネデ ィー兄弟，ア

ンダーセン神殿長がはさみを入れ，式典 を

閉 じた。

一方
，訪問者の中には著名な方々も数 多

く見 えた。松下幸之助氏 もそのひ とりであ

る。松下氏は今年85歳 ，世界に名だたる松
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下電器㈱の会長であ り， 日本 を代表する偉

大な実業家でもある。多忙なスケジュール

の合間 をぬって神殿 を訪れた松下氏は，東

京神殿の美 しさに非常に感動 したと語 って

おられた。そして出迎えの菊地長老の手 を

固 く握 りしめ なが ら何度 もお祝 いの言葉 を

繰 り返された。

11月1日 に催された大阪地域大会の会場，

松下電器㈱枚方体育館は，松下氏の厚意に

よって確保 した ものである。

他に著名 な方 として， 日本の宗教 界に大

きな力を持つ立正佼成会の会長，庭野 日敬

氏 も見 えた。庭野氏は夫人とご子息を伴 い，

東京神殿の完成祝いに美 しい大 きな花輪 を

お贈 り下さった。庭野氏はかつてジョセブ・

ローカル ・ニュース

フィールデ ィング ・スミス，ハロル ド・B・

リーの両大管長に会われた経験 もあ り，ご

子息は昨年の春，ソル トレー ク ・シティー

の教会管理本部 ビルを訪問されている。

報道関係者が 目立ったの もこの日の特色

である。 日本テレビをは じめ，フジ，NH

K， 東京12チ ャンネルな どのテレビ局，読

売，産経な どの新聞社か ら代表者が相次い

で訪れた。その中のひとり， 日本テレビ社

長小林与三次氏は，東京神殿の簡素 な美し

さには強 く心 をひかれた と語 られた。 日本

テレビではその 日夕方，東京神殿の公開の

模様 をニュースで紹介 した。

なお，当 日の訪問者は650名(う ち教会

員106名)と い う状況だった。

灘

<日 本 テ レビ社長

小林与 三次氏

▲地区代表 の安 芸宏長老(左)の 案 内に よって神

殿 に入 られる立正 佼成会の庭野 日敬 会長(右)

中央 は庭 野氏 のご子息 。

<神 殿 入 口にて松下電器(株)会 長の松下 幸之助

氏 を迎 える左 よ り安芸 宏長老，菊地 良彦 長老，

大 管長 会特使 のデ ビ ッ ド・M・ ケネ ディー兄

弟。
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一
8月6日 か ら9日 までの4日 間,岐

阜県ひるがの高原にて催 されたグリー

ンカンファレンス。全国か らの若人約

1200名 が 集って繰 り広げられたこの祭

典 は,天 候にも恵まれ,盛 況であった。

若人の情熱 と歓喜に満 ちあふれた催

し物 からは,数 多 くの忘れ られない思

い出が参加者一人一 人の胸に残 った。

その様子 を伝 えるい くつかのスナ ップ

を紹介 しよう。

キ ャンプフ ァイ ア

カルチ ュアの夕べ

開会式

バ スハ イク

ダ ンス パ ー テ ィ ー

.繋
饗

越難
翫

筆

ド.
き譲

鎌鱗

.灘 帯{
漿勾 爵犠

繊

全 国か らの参加者
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ばか りいて,自 分が恥ずか し』くなるくらい

だよ｣と 話 して くれましたが,ま さにそ'の

通 りでした。私は,今 まで行っていた教会

で,こ んなに霊的で家族的な雰囲気を感 じ

たことはあ りませ んで した。私は,次 の安

息 日か.らこの教会に集い始めました。

教会は.私め第一印象通 りの所で した。宣

教師は,福 音についてほとんど知 識のない

私に一つ一.つ丁寧に教 えて下 さったので,

自分がいったい何 を求めていたかがだんだ

んわかる.ようになってきました。最初 は,

祈 りの方法を教えて下 さいました。私 は本

当に驚 きました。今まで教会に集 って祈 り

方を教えて もらったこ となど一度 もなか っ

たのです。この教会の子供 はみんな祈 るこ

とができます。小 さな子の祈 りなど,他 の

教会には見られないことなのです。私は,

毎 日モルモン経を欠か さず読んで祈 りまし

た。 日ごとに人生の目的や 自分に とって,

今 何が大切か ということがわか ってきて,

よ く成長す ることがで きま.した。

しか し,私 には｢証｣と い うものがあ り..

ませんで した。ただ知識を増や し,良 い雰 .

囲気の教会であるとい うことだ けで集 って

いたのです。

4月 になって,若 い女性のプログラムが

始 まり.ました。生徒は私一人です。私が行

かない時で も教師はず っと私一 人を待 って

いてくれました。不思議 でな りませんでし

た。教師はどうしてこんなに一生懸命なん

だろう,行 くか どうかわか らない私 をどう

して長い間待つこ とができるのだろうと思

いました。そんな頃 ,知 り合 ったひ とりの

姉妹の模範によって,若 い女性 の教師が ど

うしでこんなに も熱心なのか というこどが

だんだんわか るようにな りまし々。'彼女は

私に福音の素晴 らしさを教えて くれ ました。
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また,召 しを果 たすことに よって受け る祝

福が どんなに大 きなものであるかを知 らせ

て くれ ました。私は彼女の模範に従お うと

思い,熱 心に教会に集い,祈 りました。小

さな証が得 られ ました。私は心か らバプテ

スマを受けたい.と思いました。前に も受け･

よ うと思って両親に話 したことはあったの

ですが,.そ の時は反対 されました。･しか し,

今 回は,小 さいなが らも証が持 てたのです。

再 び両親にチャレンジしました。父か らは,

｢信仰 とい うものは.
,一 日や二 日で得 られ

るものではない。何年 もかかるものだ。学

生 は,宗 教 よりも,学 業が本分だ｣と 言わ

れ,き っぱ り断わ られ ました。私は とても

悲 しか ったのですが心 を落.ち着けて考えて

み ると,父 の言っことは,も っともだ と思

いました。そ してその通 りにがんばろ うと

決心 したのです。

そして無事高校 に入学 し,軽 くなった気

持 ち.で教会に通いました。再度両親にバプ

テスマについて尋ね ました。答えは以前 と

伺 じで した。｢こ れか ら勉強 もむずかしくな

る､のに･教 会に.など行 くな｣と いうのです。

私が教会に熱心になったのを, .大変いやが

ろていました。それか らは,セ ミナ リーの

勉強をか くれてやったり,教 会に行 く前に

口論す ることもしばしばあ りました。で も

私が行 くことをやめないので,教 会に行 く

の をやめさせ ることだけは,あ きらめたよ

うでした。 しか し相変わらずバプテスマは,

反対で した。

やがて私は高三 にな り,ま た受験の年 を

迎えました。どう考えて も受験が終わるま

で,両 親はバプテスマを許 して くれそうに

あ りません。..また,受 験が終わって も許 し

て くれるかどうかわか りませ んで した。私

が受験に失敗 したら,教 会のせいにされる
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